
「倉敷市地域公共交通網形成計画（素案）」の 

パブリックコメント集約結果 

 

「倉敷市地域公共交通網形成計画（素案）」について，「倉敷市パブリックコメント手続要

綱（平成２１年１２月８日告示第６８３号）」に基づき市民の皆様から広く意見を募集しまし

たが，その結果は次のとおりです。 

記 

１ 意見等の件数 １２人 ５１件 

２ 御意見の要旨と市の考え方 

次ページのとおりです。（類似の意見はまとめています。） 

３ 今後の予定 

倉敷市地域公共交通会議より計画（案）の承認をいただいた後に，本年度中に策定します。 

４ 参考 

意見募集期間 平成２９年１月１８日（水）～２月１０日（金） 

 

 

 

 

御意見をお寄せいただきました皆様の御協力に厚くお礼申し上げます。 

倉敷市 建設局 都市計画部 交通政策課 



 

№ 御意見の要旨 倉敷市の考え方 

1 

・生活していくうえで交通手段の確保

は大切です。まちの発展も交通が便利

なところは、栄えていくと思います。

住みやすいまちにもつながります。 

・現在バスの便数が減って車を持たな

い高齢者・障がい者は、町外へ出るの

に手段がなくなっています。仕事・ボ

ランティア等で町外に出ることが多い

高齢者・障がい者も多く公共交通が利

用できる状況になればと思うもので

す。 

・都会でも田舎でもない中途半端な交

通網の倉敷市で暮らすには、マイカー

を維持していなければ生活ができな

い。倉敷市で公共交通が利用しにくい

のは、バス停まで遠いことと、便数が

限られていることが一因だと思う。丁

寧に調査を行ない、倉敷市民がくらし

やすい優しい街づくりを工夫してほし

い。 

・公共交通は人々が自立した生活を営む上

で欠かせない移動手段であり、超高齢社会

を迎え将来の移動手段を確保するために

も、暮らしを支える社会基盤の一つとして

捉え維持、充実を図る必要があります。 

本計画では、理念・基本方針でお示しする

ように、「市民の豊かで安心できる暮らし

を支える公共交通を目指す」こととしてお

り、目標を達成するための事業を計画的に

推進し、計画の達成状況を評価することに

より、高齢者や障がい者など誰もが利用し

やすい持続可能な公共交通が形成されると

考えております。 

 また、各種事業の推進にあたっては市民

や地域企業、交通事業者、行政の関係主体

がこれまで以上に強く連携し対話を深める

ことも重要と考えております。 

2 

・倉敷市は中核市の中では一般会計に

占める公共交通の財政投資割合が低い

と聞いたことがある。今以上に財政を

投入し、公共交通を便利にしてほし

い。公共交通は公の仕事であるが、今

・本計画の推進につきましては、市民・地

域企業・交通事業者・行政が各々の役割を

果たしながら協働で取り組む必要があると

考えます。行政が果たすべき役割としまし

ては、関係主体の役割（65頁）でお示しす



は民間の事業者に運行に丸投げしてい

る。考え方を変えないといけない。 

るように、公共交通の充実のために必要な

財政的支援などを行うこととしておりま

す。 

3 

・５年後のバス路線が現状と変わらな

いという図を出しているが、これでは

基幹路線が繋がって無いので、公共交

通の使命を果たして無い。また、真備

と新倉敷へ繋ぐ路線、玉島～金光へ行

く路線が無いので困る。 

・玉島から真備までのバス路線やコミ

ュニティタクシーがあれば乗り換えな

く、短時間での移動可能となり、双方

の地域に住む中学生にとっても高校の

選択肢が広がることが期待される。さ

らに、富田、穂井田学区にはバス路線

がなく、自家用車以外には移動手段が

ない地域が広がっています。 

 倉敷市に合併し、今後市としての一

体感を育み、両地域の交流促進を図

り、誰もが安心して暮らせる環境を作

るために両地域の交通手段の確保を望

みます。 

・公共交通（バス運用）の不便さによ

り、活動可能な社会参加の範囲（地

区）が限定されているのが実情です。

これらを早期に解消するため玉島－水

島－児島を結ぶ路線バスの運行を要望

する。 

・各拠点間を直接公共交通で結ぶことは、

地域間連携を図るうえで重要ですが、これ

まで利用者の減少から廃止となった路線も

あるのが現状です。このことから、倉敷駅

を中心にして各地域・地区の交通拠点に放

射状に幹線を整備し、これを支線や乗継拠

点で補完することで、地域・地区間移動が

可能なネットワーク（60頁）を目指すこと

としており、利便性の高い運行時間帯、運

行回数の確保（67頁）、利用しやすいダイ

ヤの確保（67頁）などを通じて公共交通の

役割を果たしてまいります。 

また、将来動向や利用ニーズを注視し、

利用者や地域企業、交通事業者等関係者と

連携しながら各拠点を直接結ぶ路線の設置

の可能性についても探ってまいります。 



・玉島～水島～児島を繋ぐ路線が無い

ため、自家用車を利用する以外ない。

また、真備～玉島を結ぶ路線。玉島～

矢掛。玉島～金光へ行く方法は自家用

車に頼るしかない。基幹の地域に路線

があるというのは、公共交通の原点で

はないか。 

・玉島～水島～児島つなぐ路線がほし

い。 

4 

・ＪＲとバスの接続が悪いため、改善

してほしい。 

例）新倉敷駅14時35分着（ＪＲ下

り）。玉島中央町行きのバス15時30分

発であり約1時間待たねばならない。ま

た、その前のバスは14時25分発となっ

ている。 

・鉄道や路線バス等、相互の公共交通の結

節点でのダイヤの接続は利便性向上のため

特に必要と考えております。利用しやすい

ダイヤの確保（67頁）にお示しするよう

に、交通事業者とも協議を行いながら利用

しやすいダイヤを検討してまいります。 

5 

・交通空白地区の倉敷方式のコミュニ

ティタクシー制度について、運営主体

は住民であるが、交通空白地区では高

齢者がほとんどであるため組織化がむ

ずかしい。このため現在ある８地域以

外はなかなか進まないと思う。 

・コミュニティタクシーの運行が困難な地

域への対応につきましては、コミュニティ

タクシーを導入しやすい制度づくり（72

頁）において、新規導入や維持しやすい制

度への見直しなども含めて対応を検討する

こととしています。 

6 

・コミュニティタクシーについて、商

店街の発展の為にも買い物難民対策を

活用して、病院・公共施設も利用でき

るものにしたらどうか。 

・コミュニティタクシーの主な移動先であ

る、商店や病院、公共施設との連携は相互

の活性化に対し有効と考えており、今後、

コミュニティの拠点や施設といった「おで

かけ先」との連携などにより、コミュニテ

ィタクシーを利用しやすい環境について検



討（72頁）してまいります。 

7 

・玉島は公共交通空白地区が余りにも

多い。積極的に交通空白地区の住民の

説明に行く積極的な姿勢が必要だ。 

・コミュニティタクシーの導入について、

地域の方からのお問い合せは増加傾向にあ

ります。出前講座やパンフレットなどによ

る普及促進（71頁）や運行エリア拡大（71

頁）に向けた需要予測等の検証や必要に応

じた試験運行の実施など通じて、地域の皆

様との対話は重要と認識しており、今後に

おいても綿密な調整を継続してまいりま

す。 

8 

・これからの高齢者の増加していく情

況に対応するための生活の交通につい

て、地域住民の力を利用することで高

齢者の安心安全な見まもりにつなが

る。 

・地域コミュニティのボランティア力

を利用することで安価な生活の交通を

図る。 

・市はこれまでも、地域等が主体となって

運営するコミュニティタクシーの普及や利

用を促進してまいりましたが、さらにコミ

ュニティタクシーを導入しやすい制度づく

り（72頁）を推進し、新規導入や維持しや

すい制度への見直しなども含めて対応を検

討することとしています。 

・住民等が運転手となる運行についても、

公共交通空白地有償運送などの対応が考え

られ、地域住民や交通事業者とも合意を得

ながら検討する必要があります。いただい

たご意見につきましては今後の参考にさせ

ていただきます。 

9 

・新倉敷駅から矢掛線が通っていまし

たが、いつ頃からかなくなりました。

私は移動手段としてバス、タクシー、

鉄道を利用しています。玉島地域にコ

ミュニティタクシーを走らせてほしい

・倉敷・児島・玉島地域などにはＪＲ駅を

起終点とする放射状、あるいは循環型の既

存の路線バス路線があり、この路線の運行

時間帯、運行回数の確保（73頁）を図ると

ともに、コミュニティタクシーを導入しや



と思います。 

・病院、買物に行きたくても行けない

という人は今後増々増大してくると思

います。弱者救済、本当に困っている

人の声を聞き、公費で大部分をまかな

い、利用者負担を軽減し、少しでも多

くの人が利用できるような公共交通網

を導入願いたい。使用する車両を小型

化して１日か２日おきに１日午前１回

午後１回等定期的に周遊コースを決め

て運行する方法もある。 

・公共交通（バス運用）の不便さによ

り日常生活（通院や買物等）に著しく

制限を受けているのが実情です。これ

らを早期に解消するため、玉島地区の

循環バス運行を要望する。 

・公共交通機関のない坂の上の住民で

すが、倉敷の病院へ行くためにはタク

シーでは続かない。新倉敷駅までのバ

スを運行してほしい。 

・玉島は倉敷へ行くバスが廃止された

為、玉島の各地域はＪＲ新倉敷駅へ行

かないと全国に行けない。そこで玉島

はＪＲ新倉敷駅を基点にした循環バス

が必要と考える。 

すい制度づくり（72頁）やコミュニティタ

クシーを利用しやすい環境づくり（72頁）

さらにはタクシーの活用（73頁）について

の取り組みが必要と考えます。 

また、路線開設等の検討の際には持続可能

な運行を行うために、将来動向や利用ニー

ズを注視し、収支やサービス内容などにつ

いても、地域や交通事業者と十分に調整を

図る必要があると考えております。 

10 

・玉島では、くらしき作陽大学、倉敷

芸術科学大学、中国能力開発大学等へ

のスクールバス的なもの、夏季にヘル

・地域・地区内交通の活性化を図り、誰も

が安心して生活環境をつくるため、地域内

交通としての路線バスは日常生活に利用で



スピアに行く路線バス、Ｅ地区への従

業員の通勤用とも言える公共交通バス

とは言いがたい路線バスが走ってい

る。もっと市がバス会社に支援をして

広く市民の為の公共交通バスに発展す

るよう期待したい。 

きる最低限の運行時間帯、運行回数の確保

（73頁）を目指すこととし、市は条件を満

たす必要な路線を対象に財政的な支援を行

っており、今後も継続してまいります。 

11 

・市の大きなイベントがある場合はシ

ャトルバスを出してもらいたい。ま

た、公共施設にはバス路線に組み入れ

て欲しい。 

・公共交通利用者の利便性を向上させるた

め、地域の生活関連施設における利用環境

の向上（73頁）を図ることとし、病院・商

店・行政施設等の生活関連施設の敷地内へ

の積極的な乗入れについて、施設管理者や

交通事業者と調整を図ります。また、各種

イベントの開催のお知らせなどで市民向け

の情報提供（93頁）として公共交通を使っ

た来場方法等の情報提供を行うことについ

て周知を図ります。 

12 

・玉島、児島、水島等の単位で支所を

中心にした公共交通を考えたらどう

か。 

・特に交通空白地区の老人、身体障が

い者、買物難民等が多くなっているた

め地域（地区）に（支所経由）循環バ

スをつくって下さい。 

・高齢化社会と言われるように、老夫

婦、独居暮らしが増えつつあります。

一軒に誰か運転できる人がいる、もし

くはすぐ近くに運転できる人がいれば

さほど問題はないかと思いますがそれ

・地域地区内交通の運行時間帯、運行回数

の確保（73頁）を取り組むなど、まずは各

地域内で運行されている既存の公共交通網

を活かしながら、現状のサービスの強化を

推進し利用促進を図ることが重要と考えま

す。 

また、路線開設等の検討の際には持続可能

な運行を行うために、将来動向や利用ニー

ズを注視し、収支やサービス内容などにつ

いても、地域や交通事業者と十分に調整を

図る必要があると考えております。 



以外の人にとって、外に出かける（例

えば病院、買物等）時、交通手段が無

ければとても不便です。巡回型バスを

１時間に何回か使用できるように、ま

た区間を出来るだけ短く設置してはど

うか。 

13 

・７５歳以上で交通手段のない人、身

体に障害がある人には格安のタクシー

券を発行してはどうか。 

・通学、買い物、通院など、車を利用でき

ない方にとって、公共交通は重要な移動手

段であることから、今後も維持・充実を図

る必要があると考えております。これまで

も路線バスなど事業者独自に高齢者を対象

とした割引（76頁）を実施しており、その

周知に努めてまいります。また、本市とし

ましても、障がい者を対象とした、鉄道、

バス、タクシーを利用する場合の助成（77

頁）を行っておりますが、さらに、地域主

体の公共交通であるコミュニティタクシー

を導入しやすい制度づくり（72頁）やタク

シーの活用（73頁）を検討してまいりま

す。 

14 

・現在の福祉介護制度では広い生活支

援（買物、行楽、旅行等）に対応がで

きない。 

・一人では公共交通機関を利用するこ

とが困難な人の対応に力を入れてほし

い。 

・障がい者や介助が必要な方など、一人で

は公共交通機関を利用することが困難な人

に対して、ドア・ツー・ドアの個別輸送サ

ービスを提供する福祉輸送（介護・福祉タ

クシー）や福祉有償運送は、一般タクシー

では十分なサービスが提供できない場合の

移動手段として、重要な役割を担ってお

り、引き続き福祉有償運送の情報提供（77



頁）を実施してまいります。 

15 

・路線バスの導入の際はノンステップ

バスが良い。また、時刻表にノンステ

ップバスでの運行がわかるようにして

ほしい。神戸では殆どがノンステップ

バスで、車椅子で待っていると運転手

が降りてきて乗せてくれます。 

・バス車両のバリアフリー化は少しずつで

すが、各交通事業者において取り組まれて

おり、今後もバス車両のバリアフリー化

（78頁）を推進していきます。 

また、時刻表等でバリアフリー化車両の運

用がわかるなどの情報提供に関しましても

検討してまいります。 

16 

・ＪＲ新倉敷駅改札口内にあるトイレ

を車いす対応にしてほしい。 

・井原鉄道等高架なため公共交通を利

用するのが非常に困難な状態です。 

・これまでも交通事業者とも連携しながら

バリアフリー化の推進に取り組んでまいり

ました。今後も駅舎や乗り継ぎ経路などの

バリアフリー化と情報提供（78頁）の一環

として交通事業者に要望してまいります。 

17 

・車いすの人がＪＲ倉敷駅からバスに

乗るのは大変。また、ＪＲ駅から倉敷

の街に出るためには、ロータリーの横

断歩道を渡るしかない。不便極まりな

いので改善してもらいたい。 

・これまで市では、市内の主要な駅及びそ

の周辺のバリアフリー化を図るため、駅や

駅前広場、バス、道路など交通施設のバリ

アフリー化を推進に取り組んでまいりまし

た。今後も駅舎や乗り継ぎ経路などのバリ

アフリー化と情報提供（78頁）について取

り組んでまいります。 

18 

・カーフリーデイを実践したらどう

か。ノーカーデイより楽しみながら公

共交通を利用するイメージ。 

・公共交通の利用促進については、利用促

進キャンペーンの開催（80頁）をはじめと

するモビリティ・マネジメントを推進して

まいります。いただいたご提案につきまし

ては今後の参考にさせていただきます。 

19 

・生活交通の利用の利便性を考え、簡

易な、予約、料金回収の公共システム

を構築する必要がある。 

・市内を運行する公共交通機関では各種Ｉ

Ｃカードの導入が進められており、さらな

る利用促進のためＩＣカードの利便性のＰ



Ｒ（82頁）を検討します。 

20 

・自転車の安全利用促進及び駐車対策

の総合的に推進する法律が国会で成立

し、施行されているので、自転車の利

用促進を積極的に努力してもらいた

い。 

・自転車等の利用環境を向上させ、鉄道や

路線バスの利用圏域を拡大することは、公

共交通の利用促進に直結すると考えてお

り、サイクル&ライド自転車駐車場の利用促

進（87頁）や自転車駐車場を気持ちよく使

うことができる環境整備（87頁）について

の取り組みを推進してまいります。 

21 

・市内にある各ＪＲ駅前に、観光案内

とバス案内が分離しているが、どちら

に聞いてもバス案内と観光案内が分か

るようにしてもらいたい。 

・乗り換え案内や目的地への案内など、総

合的な案内拠点の整備については公共交通

利用者の利便性向上に資するものとして有

効かと考えます。 

今後、交通事業者等と連携し案内所のサー

ビス強化（91頁）を検討してまいります。 

22 

・障がい者差別解消法が昨年４月施行

されたのにも関わらず、「合理的配

慮」に全く力を入れてない。井原鉄

道、水島臨鉄などは高架鉄道の為に障

がい者や、老人は利用できない。公共

交通にはバリアフリーだけでなく、合

理的配慮を積極的に推進してもらいた

い。 

・水島臨鉄、井原鉄道など高架鉄道に

障害者、お年寄りが列車を利用できな

い。障害者差別解消法の「合理的配

慮」を積極的に推進してもらいたい。 

・高齢者や障がい者などすべての人が安

全・安心に移動できる利便性の高い公共交

通を提供するために駅施設のバリアフリー

化は重要な要素と考えており、これまでに

も事業主体である交通事業者へ必要な財政

的支援を実施しているところです。また、

平成28年4月1日から施行された、「障害を

理由とする差別の解消の推進に関する法

律」（平成二十五年法律第六十五号）の第

八条２には「事業者は、その事業を行うに

当たり、障害者から現に社会的障壁の除去

を必要としている旨の意思の表明があった

場合において、その実施に伴う負担が過重

でないときは、障害者の権利利益を侵害す



ることとならないよう、当該障害者の性

別、年齢及び障害の状態に応じて、社会的

障壁の除去の実施について必要かつ合理的

な配慮をするように努めなければならな

い。」とあり、本計画においても乗務員等

の接遇向上（92頁）を通じて推進を図りま

す。 

23 

・車いすでバスを利用する際、乗車口

のインターホンを使って乗車すること

を告げるようにしているが、周りが

騒々しい時は聞こえないし、車いすに

乗車のまま、インターホンに近づくの

は危険を感じる。 

・利用者の安全・安心を確保しながら、満

足度を向上させることは公共交通の活性化

にとって重要なことと考えており、誰もが

気持ちよく公共交通を利用できるよう、乗

務員等の接遇向上（92頁）に取り組んでま

いります。 

24 

・今後５年の年間利用者数の目標を現

在のほぼ横ばいに設定しては意味がな

い。 

・市内の鉄道や路線バスの利用者数は減少

が続く中、駅周辺の大型商業施設の開業や

大型観光キャンペーンの実施の効果もあ

り、近年は下げ止まりの傾向となっていま

す。一方、公共交通の主たる利用者である

高校生などの若い世代が今後減少する実情

を踏まえると、公共交通の活性化に向けた

取り組みについて対策を怠ると、現状より

も減少することが想定されます。市では公

共交通の充実や活性化に向け本計画を策定

し、計画的に各種事業を実施することによ

り、評価指標「幹線の年間利用者数」（96

頁）及び評価指標「コミュニティタクシー

の年間利用者数」（97頁）でお示しするよ

うに利用者数の維持あるいは増加を目指し



てまいります。 

25 

・今回のパブリックコメントの方法で

は市民の意見を聞くのは極めて困難。

広報にダイジェスト版を載せるとか、

市民と直接対話する集会などを積極的

に行わないと意見を聞けない。市民フ

ァーストになっていない。特に高齢

者、障がい者には届かない。 

・この手続を導入する目的は、意思決定前

の情報の公表を行い、市民の多様な意見・

提言等を広く聴くことによって、市民の立

場に立った、より質の高い政策を立案・決

定することにあり、その趣旨に沿っていた

だいたご提案につきましては今後の参考に

させていただきます。 

26 

・路線バスの停留所はセニアカーを置

ける場所が望ましく、倉敷駅に貸しセ

ニアカーがあれば特によい。 

・シニアカー及び電動車いすの駐車場

を整備してほしい。特に駅前には必須

である。 

・市営の自転車駐車場では、ハンドル形電

動車いす（セニアカー・シニアカー）のご

利用は困難な状態です。公共交通の利用促

進を図る上で、いただいたご提案につきま

しては今後の参考にさせていただきます。 

27 

・点字ブロックは歩道又は通路でない

と敷設できない。ところが市道の中は

狭く、歩道を作っている所は極めて少

ない。障害者差別解消法の「合理的配

慮」で全盲の人が安全に歩けるよう配

慮願いたい。 

・歩道が整備されておらず、点字ブロ

ックがないところについても、障害者

差別解消法の「合理的配慮」の考えの

もと全盲の人が安全に歩けるよう、配

慮してほしい。 

・市民の皆様が安心・安全に移動できる道

路交通環境の整備に努めてまいりたいと考

えております。また、段差がある場合に、

スロープなどを使って補助するなど状況に

応じた配慮も必要と考えております。 

28 
市は、視能訓練士の人をぜひ増員して

もらいたい。 

ご意見として承りました。今後の参考とさ

せていただきます。 

29 
・公共交通利用促進条例を作って、議  利用促進の条例づくりにつきましては、



会と相談しながら市民の声を反映した

成案を作るべきだ。 

平成２５年１２月に交通政策基本法が制定

され、基本理念とともに国・地方公共団

体・交通関連事業者の責務や国民等の役割

などが示されました。また、平成２６年１

１月には地域公共交通の活性化及び再生に

関する法律が改正され、地方公共団体は、

持続可能な地域公共交通網の形成に資する

地域公共交通の活性化及び再生を推進する

ための計画を作成することができるように

なりました。 

市では、このことを受け市民、公共交通

事業者、学識経験者などで組織する倉敷市

地域公共交通会議において「地域公共交通

網形成計画」の作成に取り組んでおり、そ

の中でまちづくりと公共交通が一体となっ

た持続可能な地域公共交通網を形成するこ

とを目的に、理念や基本的な方針・目標及

び市や交通事業者あるいは市民・地域企業

の役割等を示してまいりたいと考えており

ます。 

30 

・フィーダーのコミュニティータクシ

ー制度は国が欠損の２分の１補助する

制度があるので工夫してもらいたい。 

・国が行う補助制度の活用につきまして

は、その要件に見合う路線について活用し

ているところです。今後につきましても各

種補助制度を有効に活用してまいります。 

31 

・国では「瀬戸内ゴールデンルート」

の整備を進めており、玉島港を深くす

る予定と聞いている。大型クルーズ船

の寄港を積極的に誘致し、玉島港を観

・観光客の市内での周遊や交流を促進する

ために公共交通を利用しやすくする環境整

備は重要と考えております。いただいたご

提案につきましては今後の参考にさせてい



光の拠点づくりを進めて欲しい。ま

た、観光船が児島～水島へと出港して

いるが、これを玉島までのばせない

か。 

ただきます。 

32 

・玉島地域では観光バスの駐車場が無

いので、旧図書館跡地を利用できない

か。 

・観光で来訪されるお客様の市内等の移動

については、観光バスだけでなく、鉄道、

路線バス、タクシーなど、様々な公共交通

の利用促進を図りたいと考えており、その

ためには、利用可能な公共交通の認知度向

上が必要とも考えております。いただいた

ご提案につきましては今後の参考にさせて

いただきます。 

33 

・スクールバス、児島ボートのバス等

について、空いている時間帯に一般の

バスとして活用できないか。 

・貸切バスの路線バス併用につきまして

は、利用者のニーズの動向、収支やサービ

ス内容、バス車両の運用や設備などについ

て、地域や交通事業者と十分に調整を図り

対応を研究する必要があると考えておりま

す。いただいたご提案につきましては今後

の参考にさせていただきます。 
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1 

 

はじめに 

 

計画策定の目的 

本市を含む地方都市では、自家用車の普及とともに日常の生活圏が広がり、市街地が低密

度に拡散することにより自家用車に依存するライフスタイルが定着しています。また、少子

化の進行も相まって鉄道や路線バスなどの公共交通の利用者数は減少し、それに伴う路線の

廃止や縮小、サービス水準の低下により、さらに利用者が減少するという悪循環が見られ、

公共交通の衰退が危ぶまれています。 

一方、公共交通は人々が自立した生活を営む上で欠かせない移動手段であり、超高齢社会

を迎え将来の移動手段を確保するためにも、暮らしを支える社会基盤の一つとして捉え、維

持、充実を図る必要があります。 

これまで本市では、高齢者や障がい者などすべての人が、通院、買い物、通学など日常生

活のあらゆる場面で安全・安心に移動できる利便性の高い公共交通の確立に向けて「倉敷市

生活交通基本計画」および「倉敷市地域公共交通総合連携計画」を定め、地域との協働によ

るコミュニティタクシーの普及や公共交通関連施設のバリアフリー化の推進など、様々な施

策を実施してきました。 

今後、さらに公共交通を充実させ人々の暮らしを豊かにするとともに、にぎわいのあるま

ちづくり、地域・地区の一体性の強化、ひとや環境にやさしい社会を創造するためには、市

民や地域企業、交通事業者、行政の関係主体がこれまで以上に強く連携し、まちづくりと公

共交通とのつながりを重視することはもちろん、福祉、環境、観光などの分野とも十分調和

の保たれた取り組みを推進していくことが必要です。 

このような背景を踏まえ、本市が目指すまちの将来像である『まち全体としての総合力を

発揮する「集約クラスター型」の都市』を実現する公共交通のあり方や、市民や地域企業、

交通事業者、行政の役割を定め、誰もが手軽にいつでも移動できる持続可能な公共交通網を

形成することを目的として「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」第５条に基づき

「倉敷市地域公共交通網形成計画」を策定します。 
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3 

 

計画の位置づけ 

本計画は「倉敷市第六次総合計画」や「倉敷市都市計画マスタープラン」などの上位計画と一

体性を確保しつつ、まちづくりや観光、福祉、環境など関連する計画との整合を図り、既存の「倉

敷市生活交通基本計画」および「倉敷市地域公共交通総合連携計画」についても検証し、本市に

おける公共交通のマスタープランとして策定します。 

 

 

 

 図 0–2 計画の位置づけ  

 

 

計画の区域 

本計画の区域は、倉敷市全域とします。 

 

 

計画の期間 

本計画の期間は平成29年度～平成33年度の５年間とします。

〇倉敷市第六次総合計画
〇倉敷みらい創生戦略
〇高梁川流域圏成長戦略ビジョン
〇倉敷市都市計画マスタープラン
〇岡山県南広域都市計画区域マスタープラン

倉敷市地域公共交通網形成計画

＜関連計画＞＜上位計画＞

＜既存の公共交通関連計画＞
〇倉敷市生活交通基本計画 （H25年度～H34年度）

〇倉敷市地域公共交通総合連携計画 (H26年度～H34年度)

＜地域公共交通活性化・再⽣法の⼀部改正（平成26年11⽉施⾏）＞

〇まちづくり、観光振興等の地域戦略との一体性の確保
〇地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの形成
〇地域特性に応じた多様な交通サービスの組み合わせ

〇住民の協力を含む関係者の連携
〇広域性の確保
〇具体的で可能な限り数値化した目標

観光 倉敷市観光振興プログラム

中心市街地 倉敷市中心市街地活性化基本計画

高齢者福祉 倉敷高齢者保健福祉計画

バリアフリー
ユニバーサルデザイン

くらしき子ども未来プラン

倉敷市障がい者基本計画

倉敷市交通バリアフリー基本構想

環境・道路利用

倉敷市自転車利用促進基本計画

倉敷第二次環境基本計画

クールくらしきアクションプラン

その他関連する計画
（策定中） 立地適正化計画（策定中）
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２ 人口減少と高齢化の進行 

 今後、人口減少と少子高齢化が進行し、高齢者数は市全体で平成 22 年から平成 52

年までにおよそ３万人増加することが推計されています。 

 地域別では、茶屋町地区、倉敷地域、庄地区において人口の増加が推計されています。 

 

 

 図 1 - 3 人口・高齢化の推移と将来予測 

 
図 1 - 4 地域・地区別の人口増減率の推移と将来予測（2006 年を基準値とした増減率）  
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３ 環境負荷の高まり 

 本市における基準年（平成 22 年度）の温室効果ガス排出量は、34,488 千 t-CO2

であり、産業部門が 81.2％を占めています。本市は日本有数の工業地帯である水島

コンビナートを有していることから、産業部門における排出量のうち、9 割以上が水

島コンビナートからの排出と極めて高く、全国的に見ても特徴的な排出構造となって

います。 

 運輸部門では、排出量の約 5 割が自動車によるもので、平成 2 年度から平成 21 年

度までの 19 年間で 13%（104t-CO2）増加しています。 

 

 

資料：クールくらしきアクションプラン 

 図 1 - 5 市の温室効果ガス排出量構成比（平成 22 年度）  

 

 

 

資料：クールくらしきアクションプラン 

 図 1 - 6 市の運輸部門の排出量推移  
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４ 中心市街地の状況 

 郊外部の開発が進んでおり、人口集中地区（DID）面積の拡大と低密度化が進行して

います。 

 中心市街地では、営業店舗数や歩行者交通量の減少が続いてきましたが、倉敷駅北の

大型商業施設や美観地区の景観整備などにより、平成 21 年以降の営業店舗数は横ば

い傾向となり、歩行者交通量は増加しています。 

 しかしながら、空き店舗率は平成 25 年時点で 10.6%となっており、また公示地価

も倉敷駅北側の大型商業施設近隣では上昇しているものの、倉敷駅南側周辺では緩や

かな上昇に留まっている状況です。 

 

 
資料：国勢調査（Ｓ60 のＤＩＤ面積は市の資料「倉敷市中心市街地活性化基本計画」を参照） 

 図 1 - 7 人口集中地区（DID）の市域に占める面積割合と人口密度の変遷  

 

 

 図 1 - 8 中心市街地の通行量 休日１日当たりの歩行者・自転車交通量の推移  
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２ 鉄道 

（1） 西日本旅客鉄道（ＪＲ西日本） 

 広域的なネットワークを形成する山陽新幹線、山陽本線、伯備線、瀬戸大橋線を運行

しています。 

 JR 西日本の利用者は近年増加傾向となっており、平成 27 年度は平成 14 年度以降

で最多の 1 日あたり 93,178 人（平成 14 年度比 112%）が市内の駅を利用してい

ます。 

 駅別の乗降者数では、特に児島駅が平成 14 年度比で 109.6%であり、平成 26 年か

ら平成 27 年にかけて急増しています。 

 

 図 2 - 2 倉敷市内 JR 西日本各駅の一日当たり平均乗降者数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2 - 3 倉敷市内 JR 西日本各駅の一日当たり平均乗降者数の推移 
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（2） 水島臨海鉄道 

 水島臨海鉄道は、倉敷市駅から水島の三菱自工前駅を結ぶ、延長 10.4 ㎞の鉄道です。 

 昭和 18 年に旧三菱重工水島航空機製作所の専用鉄道として開業し、昭和 45 年には

国鉄（現 JR 貨物）、岡山県、倉敷市等の出資による第三セクターとして営業を開始

しました。 

 現在は、旅客事業と貨物事業を展開しており、旅客事業では倉敷市の中心部や水島臨

海工業地帯への通勤・通学に利用されています。 

 駅別の乗降者数では、三菱自工前駅の乗降者数の減少が顕著となっている一方、浦田

駅では平成 14 年比で 136%にまで増加しています。 

 

 図 2 - 4 水島臨海鉄道各駅の一日当たり平均乗降者数の推移  

 

 図 2 - 5 水島臨海鉄道各駅の一日当たり平均乗降者数の推移 （平成 14 年を基準値とした増減値） 
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71.5%

64.7%

30.1%

20%

40%
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西富井駅

倉敷市駅
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栄駅
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福井駅

球場前駅
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資料：水島臨海鉄道資料：水島臨海鉄道

（人） 
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（3） 井原鉄道 

 井原鉄道井原線は、総社市の総社駅・清音駅から、真備地区、矢掛町、井原市を経て

広島県福山市の神辺駅に至る延長 41.7 ㎞の鉄道です。総社駅と清音駅の間は、JR

西日本の伯備線との共用区間になっています。 

 昭和 61 年に岡山、広島両県と関係 12 市町村が主体となり、民間及び関係団体の協

力を得て第三セクターとして井原鉄道株式会社が設立、平成 11 年に井原線が開業し

ました。 

 倉敷市内では真備地区に３駅があり、通学を中心に利用されています。 

 駅別の乗降者数では、吉備真備駅以外の駅では減少傾向となっています。 

 

 図 2 - 6 井原鉄道各駅の一日当たり平均乗降者数の推移  

 

 

 図 2 - 7 井原鉄道各駅の一日当たり平均乗降者数の推移 （平成 14 年を基準値とした増減値） 
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注）
1 井原鉄道は２年に１回の調査であるため、前年度を採用（Ｈ２２年度から３年に１回の調査）
2 乗降者数＝乗車人員＋降車人員（降車人員がわからない場合は、乗車人員×２）

資料：井原鉄道
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Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

資料：井原鉄道

注）
井原鉄道は２年に１回の調査（Ｈ２２年度から３年に１回の調査）

川辺宿駅

% 吉備真備駅

% 備中呉妹駅

（人） 
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（2） 利用状況 

 路線バスの利用者数は減少傾向で、平成 26 年度の利用は年間 399 万人となってお

り、平成 13 年度比で 65%にまで減少しています。また、走行キロも平成 13 年度

比で 85%にまで減少しています。 

 平成 17 年以降は年間 400 万人前後、市民一人当たり年間 9.0 回～8.0 回を維持し

ています 

 

 

 図 2 - 11 路線バス輸送人員と走行キロの推移  

 

 

 図 2 - 12 市民一人当たりの年間利用回数の推移    
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2 平成16年度以降、スクールバス及び競艇等の無料送迎に係る走行距離及び輸送人員を除外
3 平成18年度以降、岡山電気軌道株式会社及びロウズ観光株式会社の数値を含む

4 平成22年度よりロウズ観光株式会社を除く

5 平成24年度より井笠鉄道株式会社を除く

6 平成24年11月１日より株式会社井笠バスカンパニーを含む

資料：倉敷市統計書（下記の交通事業者）

・下津井電鉄株式会社 ・中国ジェイアールバス株式会社

・井笠鉄道株式会社 ・株式会社井笠バスカンパニー
・中鉄バス株式会社 ・岡山電気軌道株式会社

・ロウズ観光株式会社 ・両備ホールディングス株式会社
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６ 市の財政負担状況 

 路線バスやコミュニティタクシーの運行に対する本市の財政負担は、近年の路線バス

の廃止などを受けて、市から交通事業者への補助制度を見直したことにより増加して

います。 

 平成 27 年度では 54,945 千円、市民１人あたり年間 113.6 円の負担となっていま

す。 

 

 

 図 2 - 17 路線バス・コミュニティタクシーの運行に係る市の財政負担の推移  
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７ 市民生活 

（1） 自家用車と運転免許証の保有状況 

 市内の乗用車台数および市民一人当たりの保有台数は、年々増加を続けています。 

 「おかやま愛カード2」申請者数は、平成 27 年度の改正道路交通法の施行の影響も

あって増加しており、平成 27 年時点で累計 6,398 人の高齢者が運転免許証を返納

し、おかやま愛カードを保有しています。 

 

 図 2 - 18 市内在籍乗用車台数と市民一人当たり保有台数の推移  

 

 

 図 2 - 19 おかやま愛カード申請者の推移  

  

                             
2運転免許証を返納された岡山県内に居住する 65 歳以上の高齢者の方の申請により、岡山県警察が発行するカー

ドで、公共交通の料金や商品などの割引サービスが受けられる。 
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※市民一人当たりの保有台数は各年3月末時点の人口（住民基本台帳）より算出

211

964
814

943 924

1,102

1,440

0.2%

1.1%
1.9%

2.7%
3.4%

4.2%

5.2%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

0

500

1,000

1,500

2,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

自主返納者

既返納者

失効者等

高齢者の愛カード

保有者割合（累計）

（人）

注）

・倉敷署・児島署・水島署・玉島署管内での統計
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（2） 外出状況 

 外出率は市民全体で平日 80.2%、休日 60.9%となっています。 

 特に 75 歳以上の高齢者の外出率は低くなっています。

 

資料：平成 24 年交通実態調査（パーソントリップ調査） 

 図 2 - 20 年齢別の外出率（平日）  

 

（3） 交通手段 

 代表交通手段の構成比は「自動車（運転）」が最も高く、全体で 54.4%になっていま

す。これに対し、鉄道やバス、タクシーといった公共交通の割合は 5.8%に留まって

います。 

 75 歳以上の高齢者においても、「自動車（運転）」の分担率が 37.4%を占めていま

す。 

 

資料：平成 24 年交通実態調査（パーソントリップ調査） 

 図 2 - 21 年齢階層別の代表交通手段分担率 
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第３章 倉敷市が目指す都市と公共交通の役割 
 

１ 上位計画に示されたまちづくりの方向性 

（1） 倉敷市第六次総合計画 

 本計画と倉敷市第六次総合計画では、「交通弱者3が不便なく行きたいところに行くこ

とができている」まちをめざしています。 

 

計画の概要 

計画の期間 平成 23 年度～平成 32 年度 

倉敷市のめざす将来像 自然の恵みと ひとの豊かさで 個性きらめく倉敷 

公共交通に関連した項目 

めざすまちの姿 交通弱者が不便なく行きたいところに行くことができている 

施策 交通弱者などが移動しやすい環境をつくる 

基本方針 ○地域や企業、公共交通事業者と連携し、環境負荷の少ない公共

交通のサービスを充実させ、自家用車から公共交通への転換を

促進し、高齢者などだれもが移動しやすい公共交通機関の確保

に努めます。 

○主要な駅及びその周辺地区の公共交通関連施設について、バリ

アフリー化を推進し、高齢者や障がい者など、すべての人が便

利で快適に利用できる環境をつくります。また、公共交通機関

の利用が困難な交通弱者には、その他の交通手段の確保にも努

めます。 

その他の関連した基本構想（めざすまちの姿） 

文化・産業・都市基盤 ○商店街がにぎわい、まちに活気がある 

○市中心部のにぎわいの再生と利便性の向上が図られて、まちづ

くりが行われている 

○特色を生かした各地域の活性化と住民の生活向上が行われてい

る 

保健・医療・福祉 ○だれもが安全に移動できる道路環境となっている 

○障がい者が、地域の人と安心して共に暮らせるようになってい

る 

○高齢者世帯やひとり暮らしの高齢者が、老後を安心して暮らす

ことができる 

行財政・市民協働・ 

コミュニティ 

○町内会をはじめコミュニティの中で世代を超えて、助け合って

暮らしている 

○行政が、企画立案・実施・評価・改善（PDCA）の中で市民ニー

ズへ的確に対応し施策を見直している 

  

                             
3運転免許や自家用車、それに代わる交通手段を持たず、公共交通機関しか利用することができない、高齢者や子

ども、障がい者等 
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（2） 倉敷みらい創生戦略 

 倉敷みらい創生戦略では、「安心なくらしを守り、地域をつなぐまち倉敷」の実現に

向けて、「コンパクトシティの推進と既存ストックのマネジメント強化」を示してい

ます。 

 

計画の概要 

計画の期間 平成 27 年度～平成 31 年度 

倉敷市のめざす将来像 世代を超えて暮らし続けたい、未来に向けて暮らしてみたいま

ちを目指す 

公共交通に関連した施策 

施策 コンパクトシティの推進と既存ストックのマネジメント強化 

施策の主な取組 【機能性の高い都市空間の形成】 

○中心市街地活性化基本計画（新計画）による倉敷駅周辺再開発

事業などを実施することで，居心地のよいまち，歩いてたのし

い暮らしやすいまちなかの整備促進を図る。 

○高梁川流域圏及び岡山県の玄関口にふさわしいまちとして，賑

わいと活力を維持し続けるとともに，エリアの持続力につなが

る居住促進を図る。 

○児島駅前の市街地に幅広い世代がふれあい交流する空間を創出

するため，公共施設や交通環境におけるバリアフリー・ユニバ

ーサルデザインを推進するとともに，市民が安心して暮らせる

救急医療体制の充実など児島市民病院の機能強化を図る。 

○倉敷駅周辺の都市交通の円滑化や安全性の向上を図るととも

に，南北市街地の一体化を促進し，都市機能の集積強化を図る。

 

【公共交通の確保と利用促進】 

○都市・居住機能がコンパクトに集積した都市構造の実現を目指

すとともに，コンパクトなまちづくりと連携した持続可能な公

共交通ネットワークを形成する。 

○商業，医療，公共施設などが集まる中心部や最寄り駅などの交

通結節点まで，鉄道，路線バス，コミュニティタクシーなどの

公共交通を利用して移動しやすい環境を整備する。 
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（3） 倉敷市都市計画マスタープラン 

 倉敷市都市計画マスタープランでは、集約クラスター型4の都市として、各拠点の特

色に応じた都市機能の充実・強化と、拠点間相互の連携強化をめざしています。 

 

計画の概要 

目標年次 計画策定された平成 21 年から概ね 20 年後（平成 40 年） 

まちづくりの理念 『市民と創る こころゆたかな 倉敷』 

～豊かさ創造、豊かさ実感～ 

まちづくりの目標 ① 拠点の活性化と地域連携による活力あふれるまちづくり 

② 水・緑・文化豊かなコミュニティと交流を活かすまちづくり 

③ 景観・美あふれる風格あるまちづくり 

④ 安全・安心・快適で人が輝くまちづくり 

⑤ 市民協働のまちづくり 

まちの将来像 まち全体としての総合力を発揮する「集約クラスター型」の都市

 

まちづくりの目標とまちの将来像 

 

 

  

                             
4「クラスター」とは花やブドウの房の意味であり、倉敷市の将来像としての「集約クラスター型」の都市とは、

都市機能の一極集中をめざすのではなく、倉敷･児島･玉島･水島･庄･茶屋町･船穂･真備の各拠点及び臨海部の産

業拠点の特色に応じた都市機能の充実･強化を図り、拠点間相互の連携を強化することによって、まち全体とし

て総合力を発揮する都市の形成をめざすものです。 

 



 

各各拠点を結ぶぶ公共交通ネットワークイ

25 
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公共交通に関連する地域別・地区別のまちづくり方針 

地域・地区 目標 公共交通に関連する方針 

倉敷 

本市の中心にふさわしい 

市街地の形成 

＜ＪＲ倉敷駅周辺の整備＞ 

・駅南北市街地の一体的な発展をめざし、駅周辺における鉄道の

高架化（連続立体交差事業）と都市基盤の一体的な整備を推進

します。 

＜快適なゆとりある歩行者ネットワークの整備＞ 

・ＪＲ倉敷駅周辺において、自転車利用の利便性の向上を図るた

め、駐輪スペースの整備や快適な通行空間の整備を進めます。

広域拠点を支える 

総合的な交通網の形成 

＜中心部の総合的な交通対策＞ 

・本市の玄関口にふさわしい交通拠点の形成をめざし、公共交通

機関や駅などの関連施設でユニバーサルデザインに配慮した

環境を整備するとともに、バスや鉄道などの交通結節点の機能

強化を図ります。 

・美観地区などの地域資源や商業施設などの連携強化をめざし、

循環バスなどの公共交通機関の充実を図ります。 

児島 

四国方面からの玄関口 

としてふさわしい 

市街地の形成 

＜ユニバーサルデザインに配慮した駅および周辺環境の充実＞ 

・すべての人にやさしいターミナルの形成をめざし、ＪＲ児島駅

や駅前広場、周辺アクセス道路などにおけるユニバーサルデザ

インに配慮した環境づくりを進めます。 

玉島 

西の玄関口として 

ふさわしいＪＲ新倉敷駅 

周辺の都市環境形成 

＜ユニバーサルデザインに配慮した駅および周辺環境の充実＞ 

・すべての人にやさしいターミナルの形成をめざし、駅前広場や

周辺アクセス道路などにおいてユニバーサルデザインに配慮

した歩行環境づくりを進めます。 

水島 
活力と魅力ある中心部の市

街地環境の形成 

＜鉄道駅のユニバーサルデザインの充実＞ 

・すべての人にやさしいターミナルの形成をめざし、水島臨海鉄

道の駅舎および周辺において、ユニバーサルデザインに配慮し

た環境づくりを図ります。 

庄 
ＪＲ中庄駅周辺の 

魅力ある市街地形成 

＜鉄道駅を中心とする公共交通サービスの充実＞ 

・高齢化が進む中、すべての市民が鉄道駅や主要な公共交通を利

用しやすい環境づくりを進めます。 

茶屋町 
ＪＲ茶屋町駅周辺の 

魅力ある顔づくり 

＜鉄道駅を中心とする公共交通サービスの充実＞ 

・高齢化が進む中、すべての市民が鉄道駅や主要な公共交通を利

用しやすい環境づくりを進めます。 

船穂 
賑わいある 

地区拠点の形成 

＜拠点間を結ぶ公共交通サービスの充実＞ 

・市民のニーズを踏まえながら、玉島地域や真備地区の拠点間を

相互に結ぶバス路線などを充実し、地域間連携を図ります。 

真備 
鉄道･駅を活かした賑わい

ある地区拠点の形成 

＜井原鉄道吉備真備駅周辺の整備＞ 

・吉備真備駅周辺の地区拠点においては、賑わいや交流を活性化

する施策を検討します。 

＜鉄道駅を中心とする公共交通サービスの充実＞ 

・ユニバーサルデザインに配慮した駅および周辺環境の整備を順

次進めるとともに、井原線のＪＲ倉敷駅への乗り入れの検討な

ど、鉄道の利用促進を図ります。 

・高齢化が進む中、すべての市民が井原鉄道各駅や主要な公共施

設を利用しやすい環境づくりを進めるため、玉島地域や船穂地

区の拠点を結ぶバス路線などを充実し、地域間の連携を図りま

す。 
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（4） 岡山県南広域都市計画区域マスタープラン 

 岡山県南広域都市計画区域マスタープランにおいて、倉敷は「高次都市拠点（広域的

圏域を持ち、高次都市機能の集積が高い市街地）」として位置づけられています。 

 

計画の概要 

計画の期間 平成 23 年度～平成 32 年度 

計画の範囲 岡山市、倉敷市、玉野市、総社市、赤磐市、早島町、浅口市の

行政区域の全部または一部 

都市づくりの基本理念 中四国の中枢拠点としてふさわしい力強い都市づくり 

倉敷の位置づけ 

高次都市拠点 ○中心市街地は、鉄道高架事業・土地区画整理事業・市街地再

開発事業などによる都市基盤の整備にあわせて商業・業務、

文化、福祉・医療など高次都市機能の集積強化を進める。 

○また、倉敷美観地区をはじめとして観光・文化資源が多いこ

とから、来訪者にもやさしい観光・文化の都市づくりを推進

する。 

 

将来都市構造図 
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２ 既存の公共交通関連計画の検証 

 本市では、公共交通に関連した計画として「倉敷市地域公共交通総合連携計画」が策

定されており、その上位計画として「倉敷市生活交通基本計画」があります。またこ

れら公共交通に関連する計画の上位計画として、「倉敷市第六次総合計画」と「倉敷

市都市計画マスタープラン」があります。 

 

（1） 倉敷市地域公共交通総合連携計画 

計画の概要 

計画の期間 平成 26 年度～平成 34 年度 （平成 26 年 2 月改正） 

対象範囲 鉄道、路線バス、コミュニティバス、コミュニティタクシー、タクシー

基本理念 市民の暮らしが便利で快適な、活力あるまちを目指して、 

みんなで生活交通5を「つくり」「守り」「育て」ます 

基本目標 1 日常生活に必要な移動手段として、市民の暮らしを支える生活交通 

2 環境負荷の少ない“くるまに頼り過ぎないまちづくり”の基盤とな

る便利で快適な生活交通 

3 市民、企業、交通事業者、行政が一体となって、みんなで「つくり」

「守り」「育てる」生活交通 

  

コミュニティタクシー運行のイメージ 

 

 

 

  

                             
5倉敷市地域公共交通総合連携計画では、通勤、通学、通院、買い物などの市民に日常生活に必要不可欠な交通手

段として定義されている。 
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6 渋滞緩和や CO2 排出量の削減を目的に、マイカー通勤から自転車や公共交通機関等を利用した通勤を促進する

岡山県内の企業や行政等の協働による取り組み 

施策の方向性と事業 実施状況 

1 生活交通の確保  

a 地域主体による 

生活交通の拡大 

コミュニティタクシー運行エ

リアの拡大（試験運行） 

○東酒津地区、イトーピア団地、船穂地

区で新たにコミュニティタクシーの運

行を開始 

出前講座等の開催 ○乗合タクシー制度に関する出前講座等

を開催 

b コミュニティバス 

の再編 

船穂地区コミュニティタクシ

ーへの再編 

○合併前から運行されてきた船穂地区コ

ミュニティバスを、乗合タクシー制度

に基づくコミュニティタクシーに再編

c 生活交通の確保・維持 

路線バスの確保・維持 ○旧井笠鉄道（株）のバス路線廃止に伴

い、再編・整理された「寄島～新倉敷

駅線」については、関係市町と連携し

路線を維持 

d タクシーの活用 タクシー活用の検討 【継続して検討】 

2 利便性・快適性の向上  

e 利便性の高い 

運行サービスの提供 

運行時間帯、運行回数、ダイヤ

の確保 

○一部路線で改善が必要 

f わかりやすい 

情報提供 

公共交通マップの作成 ○「おもてなし公共交通マップ 倉敷版」

を 3 年に 1 度更新を行い、転入者やバ

ス教室などで配布 

g 待合環境の改善 バス停留所上屋等の整備 ○利用者の多いバス停 6 か所に上屋を整

備 

バス停留所近接駐輪場の整備 ○浦田駅前の駐輪場増設 

h さらなる利便性向上 新たな循環バス導入の検討 【継続して検討】 

3 利用促進・意識啓発の確保  

i 利用促進キャンペー 

ン・PR の実施 

利用促進イベント等の開催 ○環境フェスティバル等でイベント実施

ＩＣカード等のＰＲ ○ちらしの作成・配布 

コミュニティタクシー等の利

用促進 

○ちらしの配布、利用促進に向けての分

科会開催、停留所の改善・増設等 

パーク＆ライド駐車場やサイ

クル＆ライド駐輪場の利用促

進 

○ホームページなどで情報の提供 

j 過度な自動車利用 

からの転換 

公共交通利用の啓発（エコ通勤

等の推進） 

○「スマート通勤おかやま6」の実施 

k 公共交通の体験学習 
鉄道・バス教室の開催 ○小学生を対象としたバス教室を３０回

実施 

l 接遇やマナー向上 
接遇の向上及び利用者のマナ

ー啓発 

○乗務員の接遇研修実施、車内掲示物等

でマナー啓発を実施 

4 バリアフリー化の推進  

m 駅舎等のバリアフ 

リー化 

ＪＲ倉敷駅バリアフリー整備 ○ＪＲ倉敷駅南口にエレベーターを 1 基

設置、多機能トイレの整備 

ＪＲ中庄駅自由通路エレベー

ター整備の検討 

○ＪＲ中庄駅南口・北口にエレベーター

を各 1 基（計 2 基）設置 

n バス車両のバリアフ

リー化 

ノンステップバスの導入促進 ○ワンステップバス車両４台増 
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 目標値は、指標 2、3、5 では中間目標が達成されていますが、指標 1 および指標 4

については達成できていません。 

 

目指すべき指標の達成状況（平成 27 年度時点） 

指標１ 

公共交通機関（電車・バス等）の満足度 

【検証方法】「まちづくり指標」アンケート調査 

基準値（H23） 22.5% 

中間目標値（H28） 25.0% 

最終目標値（H33） 27.0% 

現在値（H27） 19.1% 

中間目標値との比較 -5.9％ 

指標 2 

公共交通が利用しやすい地域に住んでいる 

市民の割合 
【検証方法】公共交通圏のカバー人口／総人口 

（公共交通圏カバー人口：駅勢圏（半径 800m）、運行回数が 

4 回以上あるバス停勢圏（半径 300m）内に住んでいる人口）

基準値（H23） 58.6% 

中間目標値（H28） 61.5% 

最終目標値（H33） 64.6% 

現在値（H27） 63.6% 

中間目標値との比較 +2.1％ 

指標 3 

路線バスの利用者数 

【検証方法】交通事業者が実施する利用状況調査結果を集計

基準値（H22） 394 万人 

中間目標値（H27） 351 万人 

最終目標値（H32） 307 万人 

現在値（H26） 399 万人 

中間目標値との比較 +48 万人 

指標 4 

コミュニティバス、コミュニティタクシーの利

用者数 

【検証方法】交通事業者が実施する利用状況調査結果を集計

基準値（H23） 29,000 人 

中間目標値（H28） 35,900 人 

最終目標値（H33） 42,800 人 

現在値（H27） 29,401 人※ 

中間目標値との比較 -6,499 人 

指標 5 

地域主体による公共交通を運営している地域組

織の数 

【検証方法】コミュニティバス、コミュニティタクシーを

運営している地域組織の数 

基準値（H23） 4 団体 

中間目標値（H28） 8 団体 

最終目標値（H33） 10 団体 

現在値（H27） 8 団体 

中間目標値との比較 0 団体 

※船穂地区では、平成 27 年 9月から乗合タクシー制度に移行されたが、現在値には移行前の利用者数も含む 
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（2） 倉敷市生活交通基本計画 

 「倉敷市生活交通基本計画」では、「倉敷市地域公共交通総合連携計画」の事業内容

に加えて、福祉支援に関する施策が示されています。 

 

福祉支援に関する施策内容と実施状況 

施策の方向性と事業 実施状況 

高齢者や障がい者な

どに対する福祉支援 

利用料金割引の

新規導入 

平成 25 年よりコミュニティタクシーの運賃割引を開始

（高齢者・障がい者がコミュニティタクシーを利用する

際に 100 円割引とする） 

バスやタクシー

の利用料金など

の支援 

【倉敷市障がい者移動支援事業】 

○重度障がい者がタクシーを利用する場合、その利用料

の一部を助成 

○リフトタクシーまたは寝台用車両を利用する場合、そ

の利用料の一部を助成 

○路線バスを利用する場合、その利用料の一部を助成 

○鉄道を利用する場合、その利用料の一部を助成 

福祉有償運送の

情報提供 

○ホームページで事業者を紹介 
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割・位置づけ等
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動手段をどの
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年 3 月策定）

公共交通に関

【観光インフラ

○繁忙期の渋滞

○ジーンズバス

○ユニバーサル

【観光公式ウェ

強化】 

○公共交通機関

 

新計画）（平

公共交通に関す

○公共交通の維

う。 

向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：倉敷市中

3 月策定） 

公共交通に関す

○コミュニティ

○ノンステップ

 

年 3 月策定）

公共交通に関す

○バリアフリー

どのバリアフ

開催） 

 

する施策・事業

ラ整備の推進】

滞緩和を目的と

ス及び鷲羽山夕

ルデザインの視

ェブサイト「倉

関に関する情報

成 27 年 4 月策

する施策・事業

維持・充実を図

心市街地と中心

する施策・事業

ィタクシーの運

プバス等を導入

する施策・事業

ー・ユニバーサ

フリー整備の推

業 

 

とした臨時シャ

夕景鑑賞バスの

視点に立った施

倉敷観光 WEB」

報や広域的な観

策定） 

業 

図るために、ハ

心市街地以内の集

業等 

運行費の一部等

入する事業者へ

業等 

サルデザインの

推進、小学生を

ャトルバスの運

の運行支援 

施設づくり 

」による情報

観光情報の発信

ハード・ソフト

集客エリア 

等を支援 

への支援（購入

の推進（主要な

対象としたバ

運行 

発信力の

信 

整備を行

入費） 

鉄道駅な

バス教室の
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倉敷市障がい者基本計画（平成 26 年 3 月策定） 

公共交通の役割・位置づけ等 公共交通に関する施策・事業等 

○移動手段を確保することによって、

障がい者の外出に対する抵抗感の低

減と日常生活の行動範囲の拡大 

○移動支援サービスの充実（福祉タクシーチケット助成事業の周

知徹底や利用促進、自動車燃料費等の補助など） 

○福祉有償運送事業の支援（福祉有償運送を行う事業者への補助

金交付） 

○公共交通機関の利便性の確保（車両、駅舎等のバリアフリー化）

○コミュニティタクシー導入の支援（導入の推進と運行費の一部

支援） 

 

倉敷市自転車利用促進基本方針（平成 24 年 2 月策定） 

公共交通の役割・位置づけ等 公共交通に関する施策・事業等 

○地球温暖化対策のため自転車利用

による CO2 削減 

○慢性的な渋滞対策として、自転車の

利用促進 

○公共交通機関との連携のための駐輪場ＰＲ 

○自転車から公共交通機関への乗り継ぎの利便性を向上させる

ため、鉄道の駅周辺やバス停に併設している駐輪場の整備や 

ＰＲ 

 

倉敷第二次環境基本計画（平成 23 年 3 月策定） 

公共交通の役割・位置づけ等 公共交通に関する施策・事業等 

○クリーンな大気環境の保全 

○温室効果ガス削減の取り組みの推

進 

〇事業者の環境対策や環境関連ものづくりの推進 

〇大気汚染物質発生源に対する規制・指導 

〇ライフスタイルの見直しによる温室効果ガスの排出抑制 

○環境学習の機会の提供 

〇これからの時代を担う子供たちの環境教育の充実 

 

クールくらしきアクションプラン（倉敷市地球温暖化対策実行計画）（平成 23 年 2 月策定）

公共交通の役割・位置づけ等 公共交通に関する施策・事業 

○徒歩や自転車、公共交通機関による

移動を主とする低炭素型の交通体系

をつくる 

○コンパクトなまちづくりの推進（公共交通機関や徒歩・自転車

による移動を主とする低炭素型都市への転換を図るため、公共

交通機関沿線・まちなかへの居住促進や市街地における高密度

な都市型生活圏の形成を推進する） 

○エコ移動の推進（自家用車の利用低減による交通の低炭素化を

図るため、公共交通機関や自転車等の利用を促進する） 

○移動車両の低炭素化の推進（自家用車をはじめとして、鉄道・

バス・タクシー・レンタカー等あらゆる移動車両の低炭素化を

推進する） 

 

倉敷市交通バリアフリー基本構想（平成 18 年 3 月策定） 

公共交通の役割・位置づけ等 公共交通に関する施策・事業等 

○ハードとソフトが連携した交通バ

リアフリーの推進 

○多様な交通手段・サービスが充実し

た持続可能なまちづくりの推進 

○“おもてなし”の視点から交通バリ

アフリーの推進 

○だれもが安全に快適に利用できる駅舎並びに車両のバリアフ

リー化を目指す。 

○だれもが安全、快適に利用できる駅前広場のバリアフリー化を

目指す。 
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４ 倉敷市における公共交通の役割 

上位計画や関連計画で示される倉敷市のめざす将来像を踏まえ、公共交通の役割を定めます。 

 

 

 

【倉敷市第六次総合計画】 

 めざすまちの姿 自然の恵みと ひとの豊かさで個性きらめく倉敷 
  

【倉敷市都市計画マスタープラン】 

 まちの将来像  まち全体としての総合力を発揮する「集約クラスター型」の都市 

 

 

 

 

 
     

「集約クラスター型」の都市の実現に向けて 

〇地域・地区拠点間をサービスレベルの高い鉄道・路線バスで結ぶとともに、地域の特性に

応じて拠点と居住エリアを結ぶこと 

〇公共交通機関が相互に連携した公共交通ネットワークを形成すること 

 

誰もが暮らしやすいまちの実現に向けて 

〇高齢者や障がい者、子ども、子ども連れの人などを含めた、市民の誰もが様々な移動手段

を選択できる環境を提供すること 

〇市民や地域企業、交通事業者、行政が協働で公共交通を維持・活性化させる環境をつくる

こと 

 

公共交通がいつまでも走っている活気のある都市の実現に向けて 

〇日常生活に必要な移動手段として、選ばれる公共交通サービスを提供すること 

〇自家用車に頼り過ぎない、歩いて楽しい暮らしやすい環境を提供すること 

 

「倉敷」というブランドにふさわしい魅力あるまちの実現に向けて 

○市民の交流や周遊を促進し、郷土に対する誇りや愛着を育むこと 

〇訪れる人に「感動」を与える、居心地の良い公共交通サービスを提供すること 

 

 

 

倉敷市の目指す将来像 

倉敷市における公共交通の役割 
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地域内移動において自動車に依存した生活を送る高齢者 

 75 歳以上高齢者の外出における自動車（自分で運転）の分担率は約 4 割にのぼり、特に通

院や買い物などの地域内の移動において、自動車に依存した生活を送っている状況です。 

 

 
資料：平成 24 年交通実態調査（パーソントリップ調査） 

 図 4 - 18 年齢階層別の代表交通手段分担率  

 

 表 4 - 1 75 歳以上高齢者の自動車（運転）による買い物目的の移動状況  

 

 

資料：平成 24 年交通実態調査（パーソントリップ調査） 
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54.4%

26.3%

9.6%
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0.3%
2.4%

0.3%

1.1%

2.3%

4.4%
2.0%

2.2%

19.2%

41.7%

9.9%

12.1%
14.9%

13.8%

0.0%

0.1%

0.1%
0.5% 0.1%

52.3%

7.6% 5.5%
11.9% 15.1% 13.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

15歳未満 15～21歳 22～64歳 65～74歳 75歳以上 全体

＜拡大処理後＞

徒歩

その他

自転車

バイク

タクシー・ハイヤー

自動車（同乗）

自動車（運転）

路面電車

バス

鉄道

庄
茶屋
町

船穂
町

真備
町

岡山市 総社市 玉野市 早島町 浅口市
井原・
矢掛

その他

居住地 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 総計

1 17 15 32

2 14 14

3 13 26 48 39 27 13 166

4 48 24 82 15 12 26 13 220

5 13 14 12 48 87

6 13 89 22 124

7 28 16 16 60

8 16 16

9 39 27 66

10 14 14

11 15 35 17 67

12 6 6

13

14 14 85 26 125

15 11 27 38

16 14 74 13 61 162

17 33 22 29 84

18 20 16 16 52

19 12 12

20 10 10 13 13 11 30 87

21 12 12

22 23 23

23 60 60

24 25 13 56 14 108

25 24 15 39

庄 26 21 11 20 31 83

茶屋町 27 11 68 13 92

船穂町 28 61 61

真備町 29 13 57 14 84

総計 82 39 98 48 38 199 67 16 29 46 143 69 133 35 54 11 59 249 74 13 82 71 169 72 44 27 13 14 1,994

倉敷

水島

児島

玉島

倉敷 水島 児島 玉島

地域内の移動

ランダムに抽出し調査されたデータについて、ゾーン別・性別・年齢構成別に抽出率の逆数を乗じ市全体の実態を推計 
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バス路線の廃

バス路線の廃

倉敷市では「

ていますが、

行政評価アン

市内各所でボ

資料：平

4 - 19 高齢化

4 ･ 2 地域別

人

倉敷 18

児島 7

玉島 6

水島 8

庄 1

茶屋町 1

船穂
真備 2

総計 47

地域・地区

廃止により

廃止に伴い、

「乗合タクシー

運行は交通

ンケートでは

ボランティア輸

平成 22 年国勢調

化率の分布と公

別・地区別の公

口 圏外

7,844 59,839

2,722 22,016

4,938 35,114

8,906 36,730

6,470 8,699

5,177 3,403

7,100 1,419

2,356 2,858

5,513 170,078
資料：人口分布は平

全人口

り拡大した交

駅や停留所

ー制度」が導

通不便地域の

、高齢者の交

輸送なども行

調査・平成 25 年

公共交通サー

公共交通サービ

圏外人口
の割合（%）

9 31.9%

6 30.3%

4 54.1%

0 41.3%

9 52.8%

3 22.4%

9 20.0%

8 12.8%

8 35.8%
平成22年国勢調査・

45 

交通不便地

所から離れた地

導入され、地域

の一部地域に

交通手段がな

行われていま

年 2 月電話帳、バ

ービスの範囲 

ビス圏域内外

人口 圏外

38,552 12,

18,977 5,

16,852 9,

18,070 6,

3,195 1,

2,768

1,879

5,722

106,015 38,
平成25年2月電話帳

65歳以上

地域 

地域への居住

域が主体とな

に限られていま

ないことへの

ます。 

バス停・駅の分布

に居住する人

外
圏外人口
の割合（%）

,480 32.4%

,662 29.8%

,657 57.3%

,704 37.1%

,756 55.0%

688 24.9%

366 19.5%

861 15.1%

,175 36.0%
帳、バス停・駅の分布

上人口

住や施設の立

なった公共交

ます。 

意見が複数

布は平成 27 年交

人口  

人口 圏

17,894

9,008

8,227

7,876

1,501

1,266

915

2,440

49,127
布は平成27年交通事

75歳以

立地が存在し

交通として成果

数寄せられて

 

交通事業者のバス
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圏外人口
の割合（%

5,684 31.8
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4,597 55.9
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855 56.9
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事業者のバスマップ

以上人口

 

します。 

果をあげ

いるほか、

スマップ等 

口
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4 - 21 平成 1

設は公共施設白
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分布と公共交通

資料：平成 14 年

4 年度以降の

コミュニティ

白書、医療施設は

電話帳）、バス停

通サービスの範

年～平成 24 年は

のバス路線の廃

タクシー 
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はおかやま医療情

停・駅の分布は平
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は倉敷市生活交通

廃止状況 

情報ネット（平

平成 27 年交通事

通基本計画、平成

成 27 年閲覧）、

事業者のバスマ

成 25 年以降は倉

商業施設は全

ップ等    

 

倉敷市交通政策課
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「まちづくり指標」アンケート調査より得られた交通弱者の移動に関する意見 

 老齢で車の運転もままならないため、病院や買物へ行く巡回バスを走らせてもらうと有

難い。（倉敷・70 歳以上男性） 

 小型の車両で乗り心地も贅沢をいわないから回数を多く運行してほしい。出かけたくて

も足がなく、高齢者は困っている。今に“寝たきり老人”がいっぱいになるだろう。 

（倉敷・70 歳以上女性） 

 我々高齢者が歩けるうちはよいが、車社会となり病院へ行くにも、スーパーへ行くにも、

車が必要である。バスが少なく、町に住んでいても近所に商店がない。 

（倉敷・70 歳以上女性） 

 倉敷駅から茶屋町間のバスの本数を増やして欲しい。（倉敷・20 歳代女性） 

 私の住んでいる地域は朝 10 時にバスがあるが、市街地へ出かけても夕方 4 時台になら

なければ帰りのバスがない。（倉敷・70 歳以上女性） 

 私たち高齢者は車の運転ができず、自転車にも乗れないので、病院に行っても帰りはタ

クシーを使うより他にない。大型バスでなくても小型のマイクロバスで良いので病院等

を巡回するバスをお願いしたい。（倉敷・70 歳以上女性） 

 水玉道路の南側（鶴新田地区）に住んでいるが、バスの便が無いのが不便である。 

（水島・70 歳以上男性） 

 水島地区は交通（バス、電車）がとても不便であり、水島臨海鉄道は無料駐車場が欲し

い。 

（水島・40 歳代男性） 

 「ライフパーク倉敷」で土・日に開催されるイベントなどについては、交通弱者のため

に臨時バスの運行を考えてほしい。（水島・60 歳代女性） 

 ８０歳近くなった今、買い物や通院にとても困っている。若い人との同居が少ないので、

日々の移動に交通機関があれば良いと友だちと話している。 

（児島・70 歳以上女性） 

 児島～倉敷の交通手段が不便なため公共交通手段を充実させてほしい。 

（児島・40 歳代男性） 

 公共交通機関がないため買い物難民になる可能性が高く、自分も数年後には買い物難民

になっている可能性が高い。また、自分が暮らしている地域は周りが農業振興地域なの

で、住宅も増えず高齢者比率が高くなっており過疎地区になりそうである。 

（庄・70 歳以上女性） 

資料：平成 26 年度 倉敷市第六次総合計画「まちづくり指標」アンケート調査（市政に対する意見・感想欄より抜粋） 
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なっています
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（6） 福祉交通・バリアフリーに関する特長と問題 

 

誰でも気軽に外出しやすい環境整備 

 市内の鉄道駅において、１日当たりの乗降客数が 3,000 人以上の駅は、ＪＲ西日本の倉敷駅、

新倉敷駅、中庄駅、児島駅、茶屋町駅、西阿知駅と水島臨海鉄道の倉敷市駅の 7 駅であり、

改札内および自由通路等にエレベーターが設置されるなど、バリアフリー整備が行われていま

す。 

 一方、障がい者や高齢者、ベビーカー利用者などが外出しやすい環境をつくるためには、車両

や歩道も含めた連続的なバリアフリー化やソフト面での対策など、多様なニーズに応えるため

のさらなる利便性の向上が必要です。 

 市内を運行する路線バス車両のバリアフリー化は、ノンステップ車は 20.0%、ワンステップ車は

29.3%に留まる状況です。 

 平成２５年６月、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障害者差別

解消法」）が制定され、平成２８年４月１日から施行されました。これに伴い公共交通において

は施設、事業者の接遇、駅周辺の道路付属物等への合理的配慮の取り組みが求められてい

ます。 

 

 表 4 ･ 3 市内のノンステップ・ワンステップ車両の運行状況  

 

 図 4 - 28 障がい者が外出しやすくするために必要な対策 アンケート調査結果   

台数 割合 台数 割合

両備ホールディングス 32 8 25.0% 10 31.3%

下津井電鉄 43 7 16.3% 12 27.9%

合　計 75 15 20.0% 22 29.3%
資料：倉敷市交通政策課調べ（平成26年3月31日現在）

市内を運行する
ノンステップ車両

市内を運行する
ワンステップ車両交通事業者

市内運行
車両数

50.8%

40.7%

36.5%

31.8%

25.1%

19.0%

21.5%

16.6%

13.2%

9.4%

5.6%

3.4%

4.5%

37.2%

36.0%

29.1%

26.7%

24.4%

29.1%

14.0%

12.8%

23.3%

9.3%

5.8%

5.8%

9.3%

25.6%

53.8%

30.8%

10.3%

20.5%

30.8%

12.8%

15.4%

25.6%

7.7%

5.1%

2.6%

10.3%

0% 20% 40% 60%

歩道の整備、段差の解消

交通費助成の充実

障がい者専用駐車場の整備

エレベーターの設置

公共施設の障がい者用スペースや車いすの常設

付添ヘルパーの派遣

車いす対応エスカレーターの設置

リフト付きバス・タクシー

付添ボランティア等の派遣

障がい者誘導用ブロック・点字表示

補助犬（盲導犬・聴導犬・介助犬）

手話奉仕員の派遣

その他

身体障がい者

(N=447)

知的障がい者

(N=86)

精神障がい者

(N=39)

資料：倉敷市障がい者基本計画
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限られたＩＣカード乗車券「Hareca」の利用可能範囲 

 路線バスで利用できるＩＣカード乗車券「Hareca」は、路線バス利用者の半数以上（1 日平均約

5,000人）が利用しています。また、Hareca利用エリアでは、ICOCA7やPiTaPa8も利用が可能となっ

ています。 

 一方、Hareca カードを市内の鉄道やタクシー、レンタサイクル、買い物等で利用することはできませ

ん。公共交通をより利用しやすい環境の構築や、市外からの来訪者が利用しやすい環境づくりに向

けて、IＣカードの利用可能範囲の拡大と更なる利用促進が求められます。 

 

 

 

（8） 協働に関する特長と問題 

 

関係機関・交通事業者間での連携の不足 

 市内では、鉄道・路線バス・一般タクシーなど複数の交通事業者が運行を行っていますが、各

主体単独での実施が基本となっており、交通事業者間や行政、目的地となる施設等との連携

による取り組みは限られています。 

 情報提供や運行内容、利用促進などにおいて、接続する路線間の連携は十分行われていま

せん。 

 

 

コミュニティタクシー導入地区以外における住民・行政・交通事業者間での連携の不足 

 バス路線が廃止された地域や交通不便地域において、地域との協働によるコミュニティタクシ

ーの導入を進めています。しかしながら、導入に至った地区は限定的となっており、導入地区

の拡大が必要です。 

  

                             
7JR 西日本で導入されている非接触型 IC カード 
8関西を中心に岡山、静岡を含めた 63 の鉄道・バス事業者で構成されるスルッと KANSAI 協議会で導入されて

いる非接触型 IC カード 
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２ 取組むべき課題 

市の現状、上位計画に示すまちづくりの方向性、既存計画の達成状況、公共交通の特

長と問題点を踏まえ、倉敷市において今後取り組むべき課題を示します。 
 
 

➊幹線・⽀線の明確化による地域間・地域内の連携強化 
移動ニーズに応じた公共交通サービスの提供と効率的で持続可能な公共交通に向けて、

広域ネットワークも含めて市内バス路線の幹線・支線の考え方を明確にし、需要や地域

の実情に応じたサービスを提供する必要があります。 

 

➋広域ネットワークとの連携強化 
公共交通による都市間移動を誘発するため、鉄道や新幹線、高速バス、リムジンバス

など広域ネットワークと市内の交通の連携が必要です。このためには、結節点となる倉

敷駅や新倉敷駅、児島駅などの拠点の整備とともに、これら拠点と居住地域や施設を結

ぶ市内の交通サービスを充実させる必要があります。 

 

➌ 交通渋滞に対応した交通サービスの構築 
市内で慢性的に発生する交通渋滞時における、路線バスのサービス低下を軽減する対

策の検討が必要です。 

 

❹ 公共交通と⾃転⾞との連携強化 
駅や停留所までが比較的遠い地区からの公共交通利用の拡大や、来訪者も含めて市内

移動の選択肢を増やすため、二次交通としての自転車の利用環境を向上させる必要があ

ります。 

 

➎ 地域との連携によるコミュニティタクシー運⾏地区の拡⼤と利便性の向上 
交通不便地域の高齢者等の移動手段の確保を目的に導入しているコミュニティタクシ

ーについて、地域と連携した運行地区の拡大と利便性の向上が必要です。 

 

❻倉敷駅周辺や地域・地区間の回遊を促進する交通サービスの構築 
広域拠点として施設や路線が集積する倉敷駅周辺における市街地内の回遊を促進する

わかりやすいサービスの検討と地域・地区間の回遊を公共交通で可能とするネットワー

クの構築が必要です。 

 

❼観光⼆次交通としての公共交通の活⽤ 
美観地区や、市内各所の魅力ある観光地への周遊促進を目的に、観光二次交通として

路線バスや一般タクシーなどの公共交通のさらなる活用が必要です。 

 

  



 

57 

 

第
４
章 

倉
敷
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の
問
題
と
課
題 

 

➑ 地域資源である鉄道のサービス向上と活性化 
地域の貴重な財産である鉄道について、利便性を向上させ通勤・通学の重要な移動手

段とするとともに、周辺地域等と連携した更なる利用促進が必要です。 

 

❾ タクシーのサービス向上と活性化 
一般タクシーは、生活支援、福祉、観光など多様なニーズに対応したサービスであり、

予約すれば市内どこでも利用できる特色を生かした、サービスの向上と活性化が必要で

す。 

 

❿ 公共交通と福祉交通との連携による誰もが外出しやすい環境の構築 
障がい者や高齢者などの１人では公共交通機関を利用することが困難な人や、ベビー

カーを利用した子育て世代など、誰もが外出しやすい環境を構築するため、公共交通と

福祉交通の連携体制・役割分担を明確にするとともに、周辺利用環境のバリアフリー化

が必要です。 

 

⓫ 倉敷駅周辺の利便性向上 
主要な交通結節点として倉敷市の玄関口である倉敷駅において、乗り継ぎ利便性の向

上や情報案内を充実させ、わかりやすく利用しやすい環境の整備が必要です。 

 

⓬公共交通を利⽤しやすい環境の構築と戦略的な PR 
IC カードの利便性向上などによる公共交通を利用しやすい環境の構築と、ターゲット

を絞ったより効果的かつ魅力的な公共交通の PR・利用促進を進めることが必要です。 

 

⓭ 関係主体・地域住⺠の連携強化 
各種課題の解決にあたっては、交通事業者や目的地となる施設、地域企業、行政機関

といった関係主体や地域住民との連携を強化し、地域一丸となって取り組みを推進する

必要があります。 
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第５章 計画の基本方針 
 

１ 理念と基本方針 

            

暮らしを支え 活気をつなぐ 倉敷の魅力を高める公共交通網 
 

市民の豊かで安心できる暮らしを支えるとともに、各地域・地区がもつ個性あふれる魅力や

活気をつなぎ、また醸成し、市全体の魅力や活力を高めるため、地域の特性に応じた持続

可能な公共交通網の形成を目指します。 

 

 

 
   

 

 

都市の骨格を形成する幹線交通の利便性を高め、公共交通によって地域・地区拠点間

の移動がしやすい環境を構築します。また、そうした骨格のつなぎ目となる拠点の機能を

強化し、乗り換えや待合環境などの利便性・快適性を高めます。 
 

 

 

市民や地域企業、交通事業者、行政との協働により、市民に愛される持続可能な公共交

通を構築します。また、地域・地区内の移動がしやすい環境を整備し、誰もが安心して暮

らすことのできる環境を構築します。 
 

 

 

公共交通が利用しやすいサービスの提供や環境整備により、歩いて楽しいまちづくりや都

市の活力醸成に寄与する公共交通を構築します。 
 

 

 

来訪者が快適に利用できる環境を提供する「おもてなしの公共交通」を構築します。また、

市内・市外を問わず多くの人へ、倉敷市の各地域・地区が有する魅力を発信する公共交

通を構築します。 

 

理  念 

基本方針 

都市の骨格を形成する公共交通

市民に愛され暮らしを支える公共交通

都市に豊かさと活力を生み出す公共交通

国内外からのニーズに応えたおもてなしの公共交通
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２ 計画の基本目標 

計画の理念と基本方針に基づき、本計画期間中に達成すべき目標を定めます。 

 

 

 

 

基本目標１ 都市の骨格を形成する幹線交通の利便性を高める 

基本目標２ 交通拠点の利便性を高める 

 

 

 

基本目標３ 誰もが安心して移動できる環境を提供する 

基本目標４ 
関係者や地域との協働による公共交通のサービス向上と

ＰＲにより，選ばれる公共交通を実現する 

 

 

 

基本目標５ 
市街地への自家用車等の流入を抑制し、歩いて楽しいまち

づくりを実現する 

基本目標６ 地域の財産である鉄道を活かしたまちづくりを実現する 

 

 

 

 

基本目標７ 
市民および来訪者が公共交通を快適に利用できる環境を

提供し、市全体の魅力を高める 

基本目標８ 
観光客や市民の市内での周遊・交流を促進し、人々の交流

を深める 

  

都市の骨格を形成する公共交通 

市民に愛され暮らしを支える公共交通 

都市に豊かさと活力を生み出す公共交通 

  国内外からのニーズに応えたおもてなしの公共交通 
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３ 

（1） 公

広域交

これを支

区へ移動

 図 5 - 

公共交

公共交通網

交通拠点であ

支線や乗継拠

動可能なネッ

 1 公共交通網

交通網の

網の将来像 

ある倉敷駅を

拠点で補完す

ットワークを

網の将来像（倉

将来像と

を中心にして

することによ

を目指します

倉敷市内） 
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と各交通

て、各地域・地

より、市内の

す。 

通の位置づ

区の交通拠点

各地域・地

づけ 

点に放射状に

区や市外から

に幹線が整備

らすべての地

備され、

地域・地

 



 

広域交

なってい

 

 図 5 - 

 

 

交通は、広域

います。 

 2 公共交通網

域交通拠点で

網の将来像（広

 

である倉敷駅

広域交通） 
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（2） 公

各公共

の分類お

ビスレベ

 図 5 - 

 表 5 – 

分類 概

広
域
交
通

【概

【役

幹
線 

【概

【役

支
線 

【概

【役

 

 表 5 – 

分類 概

広
域
交
通

拠
点 

【

【

交
通 

拠
点 

【

【

乗
継 

拠
点 

【

【

 

公共交通と

共交通は、路

および拠点の

ベルに応じた

 3 公共交網の

1 公共交通

概要と役割 

概要】倉敷市外

役割】市外と市

さらに一部

概要】市内交通

役割】地域・地区

概要】地域・地区

結ぶ交通

役割】広域交通

担う 

2 拠点の分類

概要と役割 

【概要】広域拠点

【役割】市内外か

幹線と支

【概要】地域・地

【役割】広域交通

【概要】幹線どう

【役割】幹線と幹

としての

間）を果

と拠点の位

路線や輸送力

の分類では、

た拠点の規模

のサービスレベ

の分類  

外と市内を結ぶ広

内拠点間の移動

部幹線としての機

通の骨格として地

区間の移動手段

区の特性に応じ

通 

通や幹線に接続

類  

点として施設や

からの移動の結

支線の結節点と

地区拠点として施

通や幹線と支線

うしの乗り継ぎや

幹線の乗り継ぎ

の機能（高い乗

果たす 

 

置づけ 

力の違いなど

路線にふさ

模などから分

ベルによる区分

広域的な交通

動手段を担う

機能も担う 

地域・地区間を結

段を担う 

じて各拠点と居

続する地域・地区

や路線が集積す

結節点でありかつ

としての機能を果

施設や路線が集

線の結節点として

や、幹線と支線の

ぎや、幹線と支線

継利便性や施
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どから、以下

さわしいサー

分類します。

分  

 

結ぶ交通 

住エリアや施設

区内の移動手段

る拠点 

つ、広域交通や

果たす 

集積する拠点

ての機能を果た

の乗り継ぎの拠

線の乗り継ぎの

施設が集約され

のように位置

ビスレベルや

 

対象路

・鉄道

・高速バ

・空港リ

・鉄道

・路線

倉敷

設等を

段を 

・路線バ

・コミュ

・一般タ

対象拠

や ・倉敷駅

たす 

・児島駅

中庄駅

点 

の拠点

れた空

・西阿知

・イオン

玉島

置づけを整理

や、接続する

路線 

（ＪＲ西日本、井

バス 

リムジンバス 

（ＪＲ西日本・井

バス（倉敷～児

敷～茶屋町間、

バス（幹線以外

ニティタクシー 

タクシー 

拠点 

駅 

駅、栄駅、新倉

駅 

知駅、浦田駅、

ンモール倉敷、霞

中央町、稗田十

理します。公

るそれら路線

 

井原鉄道） 

井原鉄道・水島臨

児島間、倉敷～

新倉敷～水島

外の路線） 

倉敷駅、茶屋町

吉備真備駅 

霞橋車庫、観音

十字路 

公共交通

線のサー

臨海鉄道）

～水島間、

島） 

駅、 

音堂、 
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（3） 福祉交通の位置づけ 

障がい者や介助が必要な方など、一人では公共交通機関を利用することが困難な人に対して、

ドア・ツー・ドアの個別輸送サービスを提供する福祉輸送（介護・福祉タクシー）や福祉有償運

送は、一般タクシーでは十分なサービスが提供できない場合の移動手段として、重要な役割を担

っています。 

 

 

 

 

 

 表 5 – 3 福祉交通のサービスレベルによる区分  

福祉交通 利用者 サービス内容 特徴 

福祉タクシー 

要介護認定者、要支援認定者、

身体障がい者、精神障がい者、

知的障がい者、その他の障がい

により単独でタクシー等の公

共交通機関を利用できない者 

・通院、行楽、買い物、

旅行、施設への送迎 

・移動先での付き添い介

助サービス（ただし、

資格のある乗務員の

場合のみ） 

・一般タクシーに代わ

るサービス 

・介護保険適用不可 

・タクシー、福祉限定

タクシー事業者が輸

送 

介護タクシー 要介護認定 

・ケアプランに基づく病

院等の送迎 

・移動先での付き添い介

助サービス 

・介護保険適用可能 

・タクシー、福祉限定

タクシー事業者が輸

送 

福祉有償運送 

要介護認定者、要支援認定者、

身体障がい者、精神障がい者、

内部障がい・知的障がい・その

他肢体不自由等で一人では公

共交通が利用できない者で、旅

客名簿に記載された者 

・通院、買い物、施設へ

の送迎 

・公共交通全般に代わ

るサービス 

・タクシー上限運賃の

概ね1/2の範囲内（営

利を目的としない範

囲） 

・ＮＰＯ法人や非営利

法人が輸送 

 

 

  

一人では公共交通機関を利用することが困難な人の対応 ⇒ 福祉交通 
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（4） 倉敷市公共交通の将来イメージ 
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４ 関係主体の役割 

計画の推進においては、市民・地域企業・交通事業者・行政が、各々の役割を果たしながら、

協働で取り組む必要があります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協 働

〇交通事業者との連携
（路線、停留所設置、時刻調整など）

〇従業員の通勤利用の促進

〇地域貢献（利用促進のPR、割引等での協
賛など）

〇地域の魅力の向上

地域企業

〇路線の維持

〇サービスの向上
（運行ダイヤ、運行本数、安全、接遇など）

〇経営努力の継続

〇地域主体型公共交通の運行

交通事業者

〇ハード・ソフト整備

〇地域主体型公共交通の導入に向けた協議・
調整

〇財政的支援

〇市民、地域企業、交通事業者との連携を
コーディネート

行 政

〇地域主体型公共交通の導入に向けた検討・
運営

〇積極的な利用

〇マナーを守った利用

〇必要に応じた地域負担と地域企業の協賛等
の協力依頼

市 民
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第６章 目標を達成するために行う事業 
 

１ 課題解決に向けた目標を達成するための事業体系 

基本 

方針 
基本目標 

目標の達成に向けた 
事業の方向性 

事業 
対応する 

課題 
(P.56.57 記載)

 １. 都市の骨格を形成す
る幹線交通の利便性
を高める 

幹線のサービス強化 利便性・快適性の向上 
P.67 

➊➋❹⓫ 
⓭ 

２. 交通拠点の利便性を
高める 

交通結節点機能の強化 交通拠点等の改善 
P.68 

倉敷駅の拠点性の向上 
P.70 

快適な走行環境の整備 
P.70 

 ３. 誰もが安心して移動で
きる環境を提供する 

暮らしを支える交通サービ
スの活性化 

コミュニティタクシーの普及・拡
大  P.71 

➌➎❾❿ 
⓬⓭ 

地域地区内交通の活性化 
P.73 

安定したサービス提供に向
けた体制づくり 

非常時・災害時における体制
づくり  P.74 

安定した担い手確保と育成 
P.75 

福祉支援としての公共交
通サービスの提供とバリア
フリー化推進 

高齢者や障がい者などに対す
る支援  P.76 

バリアフリー化の推進と情報提
供  P.78 

４. 関係者や地域との協
働による公共交通の
サービス向上とＰＲに
より、選ばれる公共交
通を実現する 

過度な自家用車利用から
公共交通への転換と公共
交通を利用したくなる環境
の構築 

モビリティ・マネジメントの推進 
P.79 
ＩＣカード・バスロケーションシス
テムの導入と利用促進 
P.81 

 ５. 市街地への自家用車
等の流入を抑制し、歩
いて楽しいまちづくりを
実現する 

公共交通を利用した移動
しやすい環境の提供 

公共交通での移動が便利な
「まちなか空間」の創造  
P.84 

➌ ❹ ❻ ➑
⓫⓭ 

自転車等の利用環境の向上 
P.87 

６. 地域の財産である鉄
道を活かしたまちづくり
を実現する 

鉄道のサービス向上と利
用促進 

鉄道駅周辺環境の向上と沿
線の活性化 P.88 

鉄道のさらなる認知度の向上 
P.89 

 ７. 市民および来訪者が
公共交通を快適に利
用できる環境を提供
し、市全体の魅力を高
める 

公共交通を快適に利用で
きる環境づくり 

わかりやすい情報の提供 
P.90 

➌ ❻ ❼ ❾
⓫⓭ 

接遇やマナーの向上 
P.92 

８. 観光客や市民の市内
での周遊・交流を促進
し、人々の交流を深め
る 

観光二次交通の充実と情
報発信 

タクシーを活用した観光二次
交通の充実 P.93 

観光モビリティ・マネジメント等
の推進  P.93 

都
市
の
骨
格
を
形
成

す
る
公
共
交
通 

国
内
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
お
も
て
な
し

の
公
共
交
通 

都
市
に
豊
か
さ
と 

活
力
を
生
み
出
す 

公
共
交
通

市
民
に
愛
さ
れ
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通



 

２ 

 

 

 

目標１ 

事業の方

事業 

内容 

 

事業内

都市

方向性 幹線

利便

市内

性の

（1）

地
う、

 

実

実

（2）

交
にと
ショ

 

 

 
 
 
 
 
 
 

実

実

都市の骨格

内容 

市の骨格を形

線のサービス

便性・快適性

内交通の骨格

の向上を図り

） 利便性の

地域・地区間
利便性の高い

 

【例】利便性

朝（始発～

夕（16 時

その他の

合計 

実施主体 

実施期間 

） 利用しやす

交通事業者間
とって覚えやす
ョンシステムを

【例】ＩＣカードデ

実施主体 

実施期間 

 

格を形成する

形成する幹線

ス強化 

性の向上

格として地域

ます。 

高い運行時間

間を結ぶ鉄道
い運行時間帯

の高い運行回

～10 時台） 

時台～20 時台）

の時間帯 

交通事業

平成 29 年

すいダイヤの確

間で連携を図
すいパターン

を活用した最適

データを活用した

交通事業

平成 29

る公共交通

67 

線交通の利便性

・地区間を結

間帯、運行回

、路線バス（幹
帯、運行回数

回数  

） 
1 時間あ

1 時間あ

1 日あた

業者 

年度～平成

確保   

図り、利用者が
ンダイヤを維持
適化されたダ

たバス遅延状況

業者 

9 年度～平成

性を高める

結ぶ幹線のサ

回数の確保  

幹線）は、支
数の確保を目指

あたり 2 回以

あたり 1 回以

たり 26 回以上

33 年 

が乗り換えしや
持・検討します
ダイヤを研究し

況の分析  

成 33 年 

ービスを強化

 

線との接続が
指します。 

上 

上 

上 

※往復運行で

やすい接続ダ
す。（ＩＣカードデ
します） 

化し、利便性や

が円滑に行わ

で 1 回とする 

ダイヤおよび利
データやバス

 

 

や快適

われるよ

利用者
スロケー
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目標２ 交通拠点の利便性を高める 

事業の方向性 交通結節点機能の強化 

事業 

交通拠点等の改善 

公共交通機関相互のネットワークを繋ぐ「交通拠点」において、拠点の特性に応じた整

備・改善を進め、公共交通の利便性を高めます。 

内容 （1） 広域交通拠点の整備・改善 

倉敷駅周辺について、高梁川流域の中枢都市である本市の玄関口としてふさわし
い環境を整備します。 

 
 
＜想定される手法＞ 
○デジタルサイネージによる情報提供（多言語表記、運行情報、路線図など） 
○案内看板の改善（案内看板の増設、読みやすい表記、意匠の工夫など） 
○バリアフリー化など 
 

 【写真】現在の倉敷駅周辺の案内     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 32 年度 

（2） 交通拠点の整備・改善 

西の玄関口である新倉敷駅、四国方面からの玄関口である児島駅、地域・地区の
拠点となる茶屋町、中庄、栄駅の利便性向上にむけた環境整備を検討します。 

 
 
＜想定される手法＞ 
○デジタルサイネージや案内看板の改善、バリアフリー化など 
 
 【写真】児島駅で地図を確認する観光客    【写真】中庄駅に設置されたエレベーター  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 32 年度 

【関連事業】 魅：わかりやすい情報の提供（2） 

【関連事業】 魅：わかりやすい情報の提供（2） 
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内容 （3） 乗継拠点の整備・改善 

地域・地区間をむすぶ幹線と幹線や幹線と支線の乗り継ぎの拠点（西阿知駅、浦
田駅、吉備真備駅、イオンモール倉敷、霞橋車庫、観音堂、玉島中央町、稗田十字
路）において利便性の向上に資する環境整備を検討します。 

 
 
＜想定される手法＞ 
○乗り継ぎ動線の案内（乗り換え相手事業者の乗り場案内表示の設置など） 
○拠点としての整備（待合環境・移動動線の整備など） 
○わかりやすい乗り継ぎ時刻表の設置など 
 
 【写真】浦田駅の周辺環境          【写真】イオンモール倉敷バス停の周辺環境  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 32 年度 

（4） 主要な停留所における待合環境の改善   

乗り継ぎや目的地として多くの人の利用が見込まれる停留所において、快適性向
上のために上屋やベンチなどを整備します。 

 
 
 
＜想定される手法＞ 
○デジタルサイネージの設置 
○上屋やベンチなどの整備 
○夜間の照明など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 地域企業・交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

【関連事業】 魅：わかりやすい情報の提供（2） 

【関連事業】 魅：わかりやすい情報の提供（2） 

【関連事業】 暮：地域・地区内交通の活性化（2） 
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事業 

内容 

 

事業 

内容 

倉敷

都市

断さ

（1）

倉
 
 

（2）

倉
ぎ改
リー

 
 

快適

路線

（1）

倉
バス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

敷駅の拠点

市交通の円滑

された南北市

） ＪＲ山陽本

倉敷駅付近の

実施主体

実施期間

） 鉄道高架

倉敷駅付近の
改善、利用しや
ー化などを行い

実施主体

実施期間

適な走行環

線バスの定時

） 公共交通

倉敷駅周辺な
スの走行円滑

実施主体

実施期間

点性の向上

滑化と安全性

市街地の一体

本線等倉敷駅

の連続立体交

体 岡

間 平

架化に合わせた

の鉄道高架化
やすいバス、
います。 

体 倉

間 平

環境の整備

時性を高め、中

通を優先する走

などの公共交
滑化によるサー

体 交

間 平
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性や都市防災

体化を推進しま

駅付近連続立

交差事業を推

岡山県 

平成 29 年度

た利便性の高

化の実施に合
タクシー乗り場

倉敷市 

平成 29 年度

中心市街地周

走行環境を整

交通優先レーン
ービス改善に

交通事業者・倉

平成 31 年度

災機能の向上

ます。 

立体交差事業

推進します。

度～ 

高い駅前広場

合わせ、ＪＲ西
場や自家用車

度～ 

周辺での利便

整備 

ンや公共車両
ついて研究し

倉敷市・警察

度～平成 33 年

を図るとともに

業   

場   

日本と水島臨
車送迎スペー

便性向上を図り

両優先システム
します。 

察 

年度 

に、鉄道によ

臨海鉄道との
ースの確保、バ

ります。 

ム（PTPS）等

って分

の乗り継
バリアフ

、路線



 

 

 

目標３ 

事業の方

事業 

内容 

 

 

誰も

方向性 暮ら

コミ

地域

安心

（1）

ン
シ

 

＜
○
○

 

 

 

 

（2）

コ
検証

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民に愛され

もが安心して移

らしを支える交

ミュニティタ

域等が主体と

心して生活で

） 出前講座

出前講座の
ンフレットなどを
シーの周知を

＜想定される手
○出前講座の
○パンフレット作

実施主体

実施期間

） コミュニテ

コミュニティタ
証し、必要に応

【写真】コミュニ

実施主体

実施期間

 

れ暮らしを支

移動できる環

交通サービス

クシーの普

となって運営

できる環境をつ

座やパンフレッ

の開催などによ
を利用して、本
図ります。 

手法＞ 
の開催 
作成など 

体 倉

間 平

ティタクシー運

タクシーの導入
応じて試験運

ニティタクシー（西

体 市

間 平

支える公共交

71 

環境を提供す

の活性化 

普及・拡大

するコミュニ

つくります。 

トなどによる普

より、コミュニ
本市における

倉敷市 

平成 29 年度

行エリアの拡

入を計画する
運行を実施しま

西坂地区）試験

市民・地域企

平成 29 年度

通 

る 

ティタクシーの

普及促進  

ティタクシーの
る地域公共交

度～平成 33 年

拡大   

る地域で、需要
ます。 

験運行の様子 

業・交通事業

度～平成 33 年

の普及や利用

の導入を推進
通の考え方や

年度 

要予測や本格

業者・倉敷市 

年度 

用を促進し、

進します。また
やコミュニティ

格運行の可能

 

 

誰もが

た、パ
ィタク

能性を
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６
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内容 

 

（3）

コ
ます

 
＜
○
〇
○
○

 

（4）

コ
環境

 
＜
○
○
○
○
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

） コミュニテ

コミュニティタ
す。 

＜想定される手
○地域自身が
〇地域住民が
○利用状況を
○維持しやす

実施主体

実施期間

） コミュニテ

コミュニティの
境をつくります

＜想定される手
○地域の商業
○乗り場環境
○講座の開始
○開催チラシ

実施主体

実施期間

 

ティタクシーを導

タクシーの利用

手法＞ 
が求める公共交
が主体となって
を毎月広報で発
い制度の見直

体 

間 平

ティタクシーを利

の拠点や施設
す。 

手法＞ 
業施設や公民館

の清掃・美化
始終了時間の調
への時刻、乗

体 市

間 平

72 

導入しやすい

用実績を検証

交通を企画・運
て、地域企業等
発信し利用実
直し 

倉敷市 

平成 29 年度

利用しやすい

設といった「おで

館等と連携した
の取り組み
調整 

乗り場の併記な

市民・地域企

平成 29 年度

い制度づくり 

証し、新規導入

運営するための
等と協力 
績を検証 

度～平成 30 年

い環境づくり 

でかけ先」との

たイベントや教

など 

（写

業・交通事業

度～平成 30 年

入や維持しや

の支援 

年度 

の連携などに

教室参加者への

写真は船穂公民

業者・倉敷市 

年度 

やすい制度に

により、利用しや

の利用促進 

民館ホームペー

見直し

やすい

ージより）



 

 

事業 

内容 

 

地域

地域

（1）

地
行回

 

（2）

幹
スの

 
＜
○

○
○

 

 

 

（3）

予
援等
 

＜
○

 

 

 

 

 

 

 

域地区内交

域・地区内交

） 運行時間

地域内交通と
回数の確保を

 

【例】日常生活

朝（始発～

夕（16 時

その他の

実施主体

実施期間

） 地域の生

幹線との乗り
の提供に努め

＜想定される
○生活関連施

（病院・商店
○雨よけ等の
○乗り換え案内

実施主体

実施期間

） タクシーの

予約すれば市
等について検

＜想定される手
○買い物代行

【例】子どもが単

実施主体

実施期間

交通の活性化

交通の活性化に

間帯、運行回数

としての路線
を目指します。

活に利用できる最

～10 時台） 

時台～20 時台）

の時間帯 

体 交

間 平

活関連施設に

継ぎ環境の向
めます。 

手法＞ 
施設の敷地内へ
店・行政施設な
設置 
内の掲示など

地

平

の活用   

市内どこでも利
検討します。

手法＞ 
行、見守り代行

単独で利用でき

体 交

間 平

73 

化 

により、誰もが

数の確保  

線バスは日常生
。 

最低限の運行時

） 
1 時間あ

2 時間あ

交通事業者

平成 29 年度

における利用

向上（ダイヤの

への積極的な
など） 

ど 

地域企業・交通

平成 29 年度～

利用できる特

行、図書館代行

きる「おこさまタク

交通事業者・

平成 29 年度

が安心して生活

生活に利用で

時間帯・運行回

あたり 1 回以

あたり 1 回以

度～平成 33 年

用環境の向上

の整備や周知

な乗入れ 

通事業者・倉

～平成 33 年

特色を生かし、

行、妊婦タクシ

クシー」  

倉敷市 

度～平成 30 年

【関連事業

活できる環境

できる最低限

数  

上 

上 

※往復運行で

年度 

   

知等）など、利

敷市 

年度 

一般タクシー

ー、育児支援

年度 

業】 網：交通拠

境をつくります。

限の運行時間

で 1 回とする 

利便性の高い

 

ーを活用した生

援タクシーなど 

 

拠点等の改善（

 

 

。 

帯、運

いサービ

生活支

4） 
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事業の方

事業 

内容 

 

方向性 安定

非

非常

目指

（1）

非
制な

 
＜
○
 

（2）

減
 
＜
○
○

定したサービス

常時・災害

常時・災害時

指します。 

） 非常時・災

非常時や災害
などについて検

＜想定される手
○震災後、公

実施主体

実施期間

） 乗務員等

減災に寄与す

＜想定される手
○乗務員等の
○社員が携帯

実施主体

実施期間

 

ス提供に向け

時における

時に備えた体制

災害時におけ

害時における
検討します。

手法＞ 
共交通運休区

体 交

間 平

等の行動マニュ

することを目指

手法＞ 
の災害発生時の
帯・パソコンなど

体 交

間 平

74 

けた体制づくり

る体制づくり

制づくりにより

ける利用者への

る利用者への周

区間などに関す

交通事業者・

平成 29 年度

ュアル作成

指し、緊急時の

の行動マニュ
どから登録し、

交通事業者

平成 29 年度

り 

、市民の暮ら

の情報提供

周知方法や、

する拠点での

倉敷市・岡山

度～平成 30 年

の体制の整備

アルの作成
安否確認がで

度～平成 30 年

らしを支える安

、行政・交通事

情報提供など

山県や国 

年度 

備を図ります。

できるシステム

年度 

安定した公共

事業者間の連

ど 

 

ムの構築など 
 

交通を

連携体
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事業 

安定した担い手確保と育成 

安定した担い手の確保・育成により、市民の暮らしを支える持続可能な公共交通を目

指します。 

内容 （1） 安定した担い手確保と育成 

持続可能な運行を確保するため、担い手の確保・育成に努めます。 
 
＜想定される手法＞ 
○人材の確保・定着に向けた働きやすい職場環境づくり 
〇ホームページの改善 
○業界全体のイメージアップに向けたＰＲ 
○運転免許取得の補助制度 
○ドライバー養成体制の充実 
○職場内での評価・昇進システムの検討 
○女性ドライバーも働きやすい環境づくり など 
 

 【例】運転者募集の PV 動画（岡山電気軌道）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 交通事業者 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 
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事業の方

事業 

内容 

方向性 福祉

高齢

利用

きる

（1）

コ
制度

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）

公
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

祉支援として

齢者や障が

用者負担の軽

る環境をつくり

） コミュニテ

コミュニティタ
度を実施しま

【例】コミュニテ

実施主体

実施期間

） 高齢者を

公共交通の利

【例】70 歳以上

○下津井電鉄

実施主体

実施期間

の公共交通サ

がい者などに

軽減や、サー

ります。 

ティタクシーの利

タクシーの利用
す。 

ティタクシー利用

体 倉

間 平

対象とした利

利用者拡大を

上の方を対象に

鉄、両備ホール

体 交

間 平

76 

サービスの提

に対する支

ービスの周知を

利用料金の割

用拡大を目指

用者証  

倉敷市 

平成 29 年度

利用料金の割

を目指し、高齢

にした路線バスフ

ルディングス、岡

（両備

交通事業者・倉

平成 29 年度

見本

供とバリアフリ

援 

を行い、高齢者

割引 

指し、コミュニ

度～平成 33 年

引 

齢者を対象と

フリーパス（ことぶ

山電気軌道で実

備ホールディン

倉敷市 

度～平成 33 年

高齢者

障がい

シー利

（顔写

乗車料

ます。

本 

リー化推進 

者や障がい者

ティタクシー利

年度 

した割引制度

ぶきパス）  

実施 

グスホームペー

年度 

者（65 歳以上

者の方は、コ

利用者証また

写真付）等の提

料金について

 

者が安心して

利用者証等の

度を周知します

ージより）     

上の方）及び

コミュニティタ

は障がい者手

提示により、

１００円割引

生活で

の割引

す。 

    

び 

タク

手帳

１回

引き
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内容 （3） 障がい者を対象とした利用料金等の助成 

公共交通の利用者拡大を目指し、福祉タクシーチケット、路線バス利用料、鉄道運
賃を助成します。 

 

 【例】公共交通や福祉交通に関する倉敷市障がい者移動支援事業の概要  

福祉タクシーチケットの助成 重度障がい者がタクシーを利用する場合、その利用料の一部
を助成 

リフトタクシーチケットの助成 リフトタクシーまたは寝台用車両を利用する場合、その利用料

の一部を助成 

路線バス利用料の助成 路線バスを利用する場合、その利用料の一部を助成 

鉄道運賃の助成 鉄道を利用する場合、その利用料の一部を助成 
 

実施主体 倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

（4） 福祉有償運送の情報提供   

障がい者などの外出を支援するため、福祉有償運送の運送事業者に対して経費な
どの一部を支援するとともに、市民に福祉有償運送の情報提供を行います。 

 

 【一覧】市内の福祉有償運送事業者  

地域 事業所名 

倉敷 

稔福祉会庄の里福祉移送サービス 

倉敷ライフ・ケアＫＬＣヘルパーステーション 

瀬戸内福祉事業会 瀬戸内学園 

身障スマイル 

くぅーら 

水島 

ひまわりの会 ひまわり福祉有償運送 

岡山県高齢者福祉生活協同組合 たんぽぽの里 

薫風会みどり荘福祉有償運送事業所 

児島 
王慈福祉会福祉有償運送事業部 

ヘルパーステーション・サンフレール 

玉島 
かめかめ福祉移送 

三穂の園住倉学園 

庄 クムレなないろ 

茶屋町 ありがとうコンシェルジェ茶屋町 

船穂 
ぶどうの家わたぼうし 

ぶどうの家 花葡萄 

                              平成 28 年 11 月現在 

実施主体 倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 
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事業 

 

バ

バリ

（1）

高
など

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）

ユ
努め

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3）

駅
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リアフリー化

リアフリー化の

） バス車両

高齢者や障が
ど車両のバリア

【写真】ノンステ

実施主体

実施期間

） ユニバーサ

ユニバーサル
めます。 

実施主体

実施期間

） 駅舎や乗

駅舎内や乗り

【例】ホームペ

実施主体

実施期間

化の推進と情

の推進により、

のバリアフリー

がい者、ベビー
アフリー化を推

テップバス車両

体 交

間 平

サルデザイン

ルデザインタク

体 交

間 平

乗り継ぎ経路な

り継ぎ経路にお

ージで紹介され

体 交

間 平

78 

情報提供

誰もが公共交

ー化   

ーカー利用者
推進します。

 

交通事業者

平成 29 年度

ンタクシー車両

クシー車両の導

交通事業者

平成 29 年度

などのバリアフ

おけるバリアフ

れる駅のバリアフ

交通事業者・倉

平成 29 年度

【

交通を利用し

者などが乗降し

度～平成 33 年

両の導入推進

導入を推進す

 【写真】ユニ

（岡山交

度～平成 33 年

リー化と情報

フリー化を推進

フリー情報 （水

倉敷市 

度～平成 33 年

【関連事業】 魅

やすい環境を

しやすいノンス

年度 

と利用促進 

するとともに、

ニバーサルデザイ

通株式会社ホー

年度 

報提供 

進し情報を提

島臨海鉄道） 

年度 

魅：わかりやすい情

をつくります。 

ステップバスの

利用者への周

インタクシー車両

ームページより

供します。 

情報の提供（2

の導入

周知に

両  

）    

） 
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目標４ 関係者や地域との協働による公共交通のサービス向上とＰＲにより、選ばれる公共交

通を実現する 

事業の方向性 過度な自家用車利用から公共交通への転換と公共交通を利用したくなる環境の構

築 

事業 

モビリティ・マネジメントの推進 

学校、地域企業等を対象としたモビリティ・マネジメントの推進により、過度な自家用車

利用から二酸化炭素排出量の少ない公共交通利用への転換を図ります。 

内容 （1） 鉄道・バス教室の開催   

公共交通の利用者拡大を目指し、利用者として次世代を担う小学生の児童やその
親などを対象に、鉄道・バスの乗車体験やマナー、バリアフリー、交通安全などの知識
を学習する「鉄道・バス教室」を開催します。 

 

 【写真】バス教室の様子  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

内容 （2） 事業所などを対象としたモビリティ・マネジメント 

事業所など対象とした通勤モビリティ・マネジメントを実施します。また、「スマート通
勤おかやま」を奨励するため、参加企業などの情報提供を行います。 

 
 
＜想定される手法＞ 
○「スマート通勤おかやま」への参加 
○ノーマイカーデーの実施 
○事業所や市役所職員など対象とした通勤モビリティ・マネジメント 
 

  【例】「スマート通勤おかやま」のホームページ  

ホームページで参加事業所を紹介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 地域企業・交通事業者・倉敷市・岡山県や国 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

【関連事業】 活：鉄道のさらなる認知度の向上（2）
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内容 （3） 利用促進キャンペーンの開催   

「鉄道の日」、「バスの日」にちなんだＰＲや環境イベントなどにおいて公共交通のＰＲ
を行います。特に関係主体が連携した持続可能な公共交通に向けて、市民、地域企
業、交通事業者、行政が協働で行う取り組みを充実します。 

 
＜想定される手法＞ 
○くらしき環境フェスティバルでの公共交通の利用促進や PR 
○公共交通を楽しく利用できるイベントの開催など 
 

 【写真】くらしき環境フェスティバルの様子  

公共交通機関利用促進 PR コーナーを設ける 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 市民・地域企業・交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

（4） 「おかやま愛カード」の普及推奨   

高齢者ドライバーによる事故の防止や公共交通への転換を図るため、バス、タクシ
ーなどが割引となる「おかやま愛カード」（運転免許の自主返納者に警察が発行）の普
及を推奨します。 

 
【写真】おかやま愛カード         【写真】ガイドブック 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実施主体 交通事業者・倉敷市・警察 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

おかやま愛カードに協賛されている水島臨海鉄道・井原鉄道・路線バスでは料金半

額、タクシー料金は 1 割引になる。また協賛店は約 1,900 店舗に上る（協賛店に

ついては詳しくはガイドブックに記載）。 

見本 



 

内容 

 

事業 

内容 

 

（5）

市
ます

 

 

 
 
 
 

ＩＣカ

ＩＣカ

共交

（1）

リ
し、
者の
導入

 
 
 
 
 
 

 

【

） 利用促進

市民団体など
す。 

【例】井原線利

実施主体

実施期間

カード・バス

カードやバスロ

交通を利用し

） バスロケー

リアルタイムで
バス待ちのイ

の拡大を目指
入します。 

実施主体

実施期間

関連事業】 魅

井原線振興対

料金の助成を

対しては、イ

進事業への助成

どが行う、鉄道

利用促進活動補

体 市

 平

スロケーショ

ロケーションシ

したくなる環境

ーションシステ

でバスの現在
イライラを解消
指すため、バス

体 交

 平

魅：わかりやすい情

対策協議会では

を、また、駅前

イベント開催経

81 

成 

道や路線バス

補助事業  

市民・交通事

平成 29 年度

ョンシステム

システムなど、

境をつくります。

テム導入 

在地を利用者
消し利便性を
スロケーション

交通事業者

平成 29 年度

情報の提供（2

は、井原線を１

前広場等で実施

経費の助成を行

スなどの利用促

業者・倉敷市

度～平成 33 年

ムの導入と利

、利便性の高

 

者に情報提供
を高め、利用
ンシステムを

度～平成 33 年

） 

１０人以上団体

施する井原線利

行っている。

促進を図る事

市 

年度 

利用促進 

高いサービスを

年度 

体で利用した事

利用促進に寄与

事業に対して

を提供するこ

事業へ井原線利

与するイベン

 

 

助成し

ことで、公

利用

トに
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内容 （2） ＩＣカードの利便性のＰＲ   

公共交通利用者の拡大を目指し、ＩＣＯＣＡカード、ハレカカードの高い利便性につい
て情報を提供します。 

 
 
 
 

 【例】高校入学者に配布されるハレカカードのちらし  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 

（下津井電鉄ホームページより） 
 
 

 【例】ＩＣカードの特典内容  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

【ハレカカードのお得な特典】 

◆乗り継ぎ割引：30 分以内にバスを乗り継いだ場合、2 乗車目の運賃から自動的に大

人 20 円、子供 10 円を割引（異なるバス事業者間でも可） 

◆誕生日割引：誕生日以降 3 日間に適用され、利用ごとに大人 50 円、子供 20 円を

割引（お客様登録されたカードに限る） 

◆特定日割引：交通事業者が指定する特定日に限り、交通事業者ごとに適用される割引

（下津井電鉄ホームページより）

【関連事業】 活：公共交通が便利なまちなか空間の創造（2） 

【関連事業】 魅：わかりやすい情報の提供（3） 

【ＩＣＯＣＡカードのお得な特典】 

◆全国の交通系ＩＣカードエリアで使用可能 

◆駅の売店やコンビニ、飲食店、飲料自販機、コインロッカー等で利用可能 

◆駅周辺の対象駐車場と鉄道を同日中に利用した場合、最寄駅の自動改札で降車時に利

用したＩＣＯＣＡカードをタッチするだけで、駐車料金を自動的に優待するサービス

（ＪＲ西日本ホームページより）



 

内容 

 

（3）

ＩＣ
討し

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） ＩＣカード導

Ｃカードの導入
します。 

【例】ＩＣカードデ

○平成 27 年 1

実施主体

実施期間

 

導入と活用の研

入について研

データを使用した

0 月の１カ月間

体 交

 平
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研究 

研究するととも

た分析例  

間のバス停別利

交通事業者・倉

平成 29 年度

もに、収集され

用者数（ハレカ

倉敷市 

度～平成 33 年

れるビッグデー

カード利用者の

年度 

ータの活用につ

のみ） 

 

 

ついて検 第
６
章 

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業 



第
６
章 

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業 

 

 

 

 

 

目標５ 

事業の方

事業 

内容 

 

市街

方向性 公共

公共

まち

ちな

（1）

既
の循

 
＜
○
○
〇
 

 
 

 
 

都市に豊か

街地への自家

共交通を利用

共交通での

ちなかでの移動

なかでの公共

） 中心市街

既存のバス路
循環路線との

＜想定される手
○既存路線相
○駅を終着地
〇市街地周辺

実施主体 

実施期間 

かさと活力を生

【関連事業】 魅

家用車等の流

用した移動しや

の移動が便利

動のニーズに

交通の利便性

街地における公

路線を活かし
の連携を強化す

手法＞ 
相互のダイヤ調
地としない路線
辺バスマップに

交通

平成

生み出す公共

魅：わかりやすい

84 

流入を抑制し、

やすい環境の

利な「まちな

に応えたサービ

性向上を図り

公共交通の利

た、まちなか
することを検討

調整 
展開 

によるわかりやす

通事業者・倉敷

成 29 年度～平

共交通 

い情報の提供（

、歩いて楽しい

の提供 

なか空間」の

ビスの提供や

ります。 

利便性向上 

での移動ニー
討します。 

すい情報提供

敷市 

平成 33 年度

1） 

いまちづくりを

の創造 

や自家用車の

ーズに答える

供など 

度 

実現する 

流入抑制によ

路線展開や

より、ま

、既存



 

内容 

 

（2）

環
す。

 
 
 
 

 

○

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

○

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 路線バス

環境定期券や
。 

【例】通勤定期

○下津井電鉄

族も割引とな

【例】遠距離通

○下津井電鉄で

実施主体

実施期間

 

運賃上限制度

や、ハレカカー

期券を休日にも利

・両備ホールデ

なる） 

通学者向けの定

で実施 

体 交

間 平

85 

度や乗り継ぎ

ード利用時の

利用できる「環境

ディングス・井笠

定期運賃一律サ

交通事業者

平成 29 年度

【関連事業

【関連事業

ぎ割引 

乗り継ぎ割引

境定期券」  

バスカンパニー

（両備

ービス  

（下

度～平成 33 年

業】 魅：わかりや

業】 暮：IC カード

引など、割引サ

ー・岡山電気軌道

備ホールディング

下津井電鉄ホー

年度 

やすい情報の提

ド・バスロケの導

サービスを周

道で実施（同伴

グスホームペー

ームページより） 

提供（3） 

導入と利用促進（

 

 

知しま

伴する家

ージより）

（2）
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内容 

 

（3）

市
域の

 
＜
〇
〇
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4）

鉄
すた
す。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 事業者間

市内の周遊や
の施設、商店

＜想定される手
〇各事業者共
〇協賛施設と

【例】沿線の協

実施主体

実施期間

） パーク＆ラ

鉄道・路線バ
ため、既存の
。 

【写真】パーク

井原鉄道 吉

実施主体

実施期間

 

間連携による企

やおでかけの機
店などとの連携

手法＞ 
共通のフリーき

連携した割引

協賛施設の割

体 地

間 平

ライド駐車場の

バスの利用圏域
の駐車場を活

ク＆ライド駐車

吉備真備駅（左

体 

間 

86 

企画乗車券

機会を誘発す
携による企画乗

っぷ（市内乗り
引切符 など

割引が受けられ

地域企業・交

平成 29 年度

の利用促進

域の拡大と自
活用したパーク

車場  

左）と水島臨海

地域企業・交

平成 29 年度

する、事業者間
乗車券につい

り放題） 

れるスーパーホ

交通事業者 

度～平成 31 年

  

自家用車から
ク＆ライド駐車

海鉄道 水島駅

交通事業者・倉

度～平成 33

間で連携した
いて検討します

ホリデーパス（井

年度 

公共交通への
車場の設定と

（右） 

倉敷市 

年度 

た企画乗車券
す。 

井原鉄道）  

の利用転換を
と利用促進を

券や、地

を目指
を図りま



 

 

事業 

内容 

 

自転

鉄道

利用

（1）

サ
 
＜
○
○
○
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）

公
への
ます

 
＜
○
○
○
○
 

転車等の利

道や路線バス

用者の拡大を

） サイクル＆

サイクル&ライ

＜想定される手
○サイクル＆ラ
○公共交通マ
○レンタサイク

【写真】停留所

曽原口バス停

実施主体

実施期間

） 自転車駐

公共交通の利
の誘導などに
す。 

＜想定される手
○スタッフによ
○ちらし配布に
○放置自転車
○自転車駐車

実施主体

実施期間

 

利用環境の向

スの利用圏域

を図ります。

＆ライド自転車

イド自転車駐車

手法＞ 
ライド自転車駐

マップへの掲載
クルの利用促進

所や駅周辺に

停（左）と JR

体 市

間 平

駐車場を気持よ

利用を拡大す
により、既存の

手法＞ 
よる駐輪ルール
による自転車利
車の撤去 
車場の照明の設

体 市

間 平

87 

向上 

域を拡大する

車駐車場の利

車場の整備や

駐車場の整備
載などによる周
進 など 

に整備されたサ

倉敷駅（右）

市民・地域企

平成 29 年度

よく使うことが

するため、自転
自転車駐車場

ルの指導 
利用マナーの

設置 など 

市民・地域企

平成 29 年度

自転車等の利

利用促進  

や自転車の利

備 
周知と利用促進

サイクル＆ライ

 

業・交通事業

度～平成 33 年

ができる環境整

転車駐車場内
場の利用環境

啓発 

業・交通事業

度～平成 33 年

利用環境向上

利用を促進しま

進 

ド自転車駐車

業者・倉敷市 

年度 

整備   

内の整理・美
境の向上や効

業者・倉敷市 

年度 

上により、公共

ます。 

車場  

美化や空きスペ
効率的な運用

 

 

共交通

ペース
用を図り
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目標６ 地域の財産である鉄道を活かしたまちづくりを実現する 

事業の方向性 鉄道のサービス向上と利用促進 

事業 

鉄道駅周辺環境の向上と沿線の活性化 

地域住民や利用者との協働による鉄道駅や沿線周辺環境の活性化を進め、鉄道を

活かしたまちづくりに取り組みます。 

内容 （1） 駅周辺環境の向上 

地域住民や利用者と協働で、居心地が良くたのしい駅周辺のありかたについて検討
します。 

 
＜想定される手法＞ 
〇夜間照明 
〇植栽（駅前の花植え） 
〇橋脚の絵 
〇駅の飾りつけ・ギャラリー 
〇トイレの美化啓発 など 
 

実施主体 市民・地域企業・交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

（2） 沿線の魅力についての情報提供 

地域住民や利用者と協働で、沿線の魅力（観光・食等）の掘り起しと情報発信を行
います。 

 
＜想定される手法＞ 
・沿線パンフレットの作成 
・スタンプラリー など 
 

 【例】沿線の魅力の紹介（井原鉄道：スーパーホリデーパスちらし）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 市民・地域企業・交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 
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事業 

鉄道のさらなる認知度の向上 

地域住民や利用者との協働により、より多くの人に愛され、また利用される鉄道を目指

します。 

内容 （1） 「愛される鉄道」への取り組み 

沿線住民、企業や学校などの参画により、地域の鉄道を育てる仕組みを検討しま
す。 

 
＜想定される手法＞ 
○既存のまちづくり団体や NPO、学校等との連携 
○鉄道サポーター制度 
○車内広告やラッピング など 
 

 【写真】地域住民や園児らに見守られて走行する「雛列車」（水島臨海鉄道）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実施主体 市民・地域企業・交通事業者 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

（2） 「使える鉄道」の情報提供 

利用者の拡大を図るため、乗り換えしやすい接続ダイヤや覚えやすいパターンダイ
ヤ、定時運行など、鉄道がもつ利点を発信します。 

 
＜想定される手法＞ 
〇乗換時刻表の作成 
〇駅別のポケット時刻表の作成 
〇広域の乗換案内 など 
 

 
 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

  

【関連事業】 暮：モビリティ・マネジメントの推進（2） 
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目標７ 市民および来訪者が公共交通を快適に利用できる環境を提供し、市全体の魅力を

高める 

事業の方向性 公共交通を快適に利用できる環境づくり 

事業 

わかりやすい情報の提供 

おでかけの足として「使える公共交通」とするため、市民・来訪者にわかりやすく情報を

提供する。 

内容 （1） 公共交通マップ・総合時刻表の作成と配布   

市民、市内転入者、大学生、高校生など、普段公共交通を利用しない人にも運行
状況などをわかりやすく情報提供し、「使える公共交通」の周知を図ります。 

 
＜想定される手法＞ 
〇公共交通マップ 
〇公共交通総合時刻表 
 
 
 

 【例】倉敷 おもてなし公共交通マップ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

  

国内外からのニーズに応えたおもてなしの公共交通 

【関連事業】 活：公共交通が便利なまちなか空間の創造（1） 
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内容 （2） 情報案内板や経路案内の改善・整備 

路線図や案内図などについて、表記・デザインを工夫した情報提供を行い、わかり
やすく利用しやすい公共交通環境を整えます。また、交通拠点において、乗り継ぎ先
への経路や主要観光地・商業施設・公共施設などへの経路をわかりやすく案内するこ
とにより、移動環境の向上を図ります。 

 
＜想定される手法＞ 
○多言語表記 
○案内看板の増設 など 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 32 年度 

（3） 公共交通の認知度向上 

ホームページ等を通じて、鉄道や路線バス、コミュニティタクシー、一般タクシーの
認知度向上を図ります。 

 
＜想定される手法＞ 
○事業者間の相互リンク 
○ポータルサイト など 
 
 
 
 
 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

（4） 案内所のサービス強化 

観光案内や乗り換え案内など、総合的な案内拠点の整備を検討します。 
＜想定される手法＞ 

○案内所の集約化 

○英語対応可能なスタッフの常駐と広域案内 

○案内所での手荷物預かりサービス など 

 

実施主体 交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

  

【関連事業】 暮：福祉支援としての公共交通サービスの提供とバリアフリー化推進（3） 

【関連事業】 網：交通拠点等の改善（1）～（4） 

【関連事業】 暮：IC カード・バスロケの導入と利用促進（1） 

【関連事業】 活：公共交通が便利なまちなか空間の創造（2） 

【関連事業】 暮：IC カード・バスロケの導入と利用促進（1） 
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事業 

接遇やマナーの向上 

乗務員等の接遇向上や利用者のマナー啓発により、誰もが気持ちよく利用できる環

境をつくります。 

内容 （1） 乗務員等の接遇向上   

顧客満足度向上のため、利用者の意見を収集し、その意見を反映していきます。
あわせて、交通事業者のマナー・サービス向上のための各種研修や講習会を企画、
参加します。 

 
＜想定される手法＞ 
○研修、講習会の企画・参加 
○お客様アンケート など 
 
 

 
 

【例】タクシー乗務員の接遇研修    【例】タクシー乗務員向けの対応マニュアル  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 交通事業者 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

（2） 利用者のマナー啓発   

席のゆずりあいなど利用時のマナーについて、車内掲示物やホームページなどで周
知します。 

 
＜想定される手法＞ 
○鉄道・バス教室の開催 
○車内広告 
○ホームページ掲出 など 
 

実施主体 市民・地域企業・交通事業者・倉敷市 

実施期間 平成 29 年度～平成 33 年度 

  

【関連事業】 暮：安定したサービス提供に向けた体制づくり（2） 



 

目標８ 

事業の方

事業 

内容 

 

事業 

内容 

 

観光

方向性 観光

タク

タク

周遊

（1）

観
等の

（2）

地
定し

観光

公共

およ

（1）

観
を利

 
＜
〇

〇

〇
 

（2）

イ
いま
 

＜
〇
〇

 

光客や市民の

光二次交通の

クシーを活用

クシーを活用

遊を促進しま

） 観光タクシ

観光タクシー
の実施につい

実施主体

実施期間

） 観光タクシ

地域・地区間
します。 

実施主体

実施期間

光モビリティ

共交通の利用

よび周辺地域

） 観光客向

観光客が旅行
利用した観光

＜想定される手
〇「公共交通

発信 
〇観光地とタイ

の情報発信
〇ホームペー

実施主体

実施期間

） 市民向け

イベント開催時
ます。 

＜想定される手
〇案内ちらしに
〇所要時間、

実施主体

実施期間

の市内での周

の充実と情報

用した観光

した観光二次

す。 

シー乗務員の

乗務員を育成
いて研究します

体 交

間 平

シーのモデル

間の交流、移動

体 交

間 平

ィ・マネジメ

用を促進する

域での周遊促進

向けの情報提供

行計画時や来
プランなどの

手法＞ 
通で巡る観光プ

イアップした「お
信 

ジの活用 な

体 交

間 平

の情報提供

時のお知らせ

手法＞ 
に会場最寄り駅
料金のお知ら

体 交

間 平

93 

周遊・交流を促

報発信 

光二次交通の

次交通の充実

の育成 

成するため、よ
す。 

交通事業者

平成 29 年度

コース 

動を促進する

交通事業者

平成 29 年度

メント等の推

るため、観光客

進を図ります

供 

来訪途中に閲
情報提供を行

プラン」の情報

お得なプラン」

ど 

交通事業者・倉

平成 29 年度

せなどで、公共

駅、停留所を併
らせを併記 な

交通事業者・倉

平成 29 年度

促進し、人々の

の充実 

実により、観光

より高度な接

度～平成 33 年

るため、市内の

度～平成 33 年

推進 

客向け、市民

。 

閲覧するホーム
行います。 

報

」

倉敷市 

度～平成 33 年

共交通を使っ

併記 
など 

倉敷市 

度～平成 33 年

の交流を深め

光客の市内お

接遇・観光案内

年度 

の観光地を周

年度 

向けの情報提

ムページ等を

年度 

た来場方法等

年度 

める 

および周辺地

内などに関す

遊できるコー

提供を充実し

を活用し、公共

等の情報提供

 

 

域での

る講習

ースを設

、市内

共交通

供を行
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３ 事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本
⽅針 事 業

実施主体 スケジュール

市
⺠

地
域
企
業

交
通
事
業
者

倉
敷
市

そ
の
他

Ｈ
２
９

Ｈ
３
０

Ｈ
３
１

Ｈ
３
２

Ｈ
３
３

利便性・快適性の向上 利便性の⾼い運⾏時間帯、運⾏回数の確
保

利⽤しやすいダイヤの確保

交通拠点等の改善 広域交通拠点の整備・改善

交通拠点の整備・改善

乗継拠点の整備・改善

主要な停留所における待合環境の改善

倉敷駅の拠点性の向上 ＪＲ⼭陽本線等倉敷駅付近連続⽴体交
差事業
鉄道⾼架化に合わせた利便性の⾼い駅前
広場

快適な⾛⾏環境の整備 公共交通を優先する⾛⾏環境を整備

コミュニティタクシーの普及・拡⼤ 出前講座やパンフレットなどによる普及促進

コミュニティタクシー運⾏エリアの拡⼤

コミュニティタクシーを導⼊しやすい制度づくり

コミュニティタクシーを利⽤しやすい環境づくり

地域地区内交通の活性化 運⾏時間帯、運⾏回数の確保

地域の⽣活関連施設における利⽤環境の
向上

タクシーの活⽤

⾮常時・災害時における
体制づくり

⾮常時・災害時における利⽤者への情報
提供

乗務員等の⾏動マニュアル作成

安定した担い⼿確保と育成 安定した担い⼿確保と育成

⾼齢者や障がい者などに
対する⽀援 コミュニティタクシーの利⽤料⾦の割引

⾼齢者を対象とした利⽤料⾦の割引

障がい者を対象とした利⽤料⾦等の助成

福祉有償運送の情報提供

バリアフリー化の推進と情報提供 バス⾞両のバリアフリー化

ユニバーサルデザインタクシー⾞両の導⼊推
進と利⽤促進
駅舎や乗り継ぎ経路などのバリアフリー化と
情報提供

検討・調整

継続

検討・調整

継続

検討

実施

検討

検討

実施

実施

継続

継続

継続

調整・研究

継続

継続

検討・調整

検討・調整

検討・調整

継続

検討・調整

継続

検討・調整

検討・調整

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
公
共
交
通

市
民
に
愛
さ
れ
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通
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基本
⽅針 事 業

実施主体 スケジュール

市
⺠

地
域
企
業

交
通
事
業
者

倉
敷
市

そ
の
他

Ｈ
２
９

Ｈ
３
０

Ｈ
３
１

Ｈ
３
２

Ｈ
３
３

モビリティ・マネジメントの推進 鉄道・バス教室の開催

事業所などを対象としたモビリティ・マネジメン
ト

利⽤促進キャンペーンの開催

「おかやま愛カード」の普及推奨

利⽤促進事業への助成

ＩＣカード・バスロケーションシス
テムの導⼊と利⽤促進 バスロケーションシステム導⼊

ＩＣカードの利便性のＰＲ

ＩＣカード導⼊と活⽤の研究

公共交通での移動が便利な
「まちなか空間」の創造

中⼼市街地における公共交通の利便性向
上

路線バス運賃上限制度や乗り継ぎ割引

事業者間連携による企画乗⾞券

パーク＆ライド駐⾞場の利⽤促進

⾃転⾞等の利⽤環境の向上 サイクル＆ライド⾃転⾞駐⾞場の利⽤促進

⾃転⾞駐⾞場を気持よく使うことができる環
境整備

鉄道駅周辺環境の向上と
沿線の活性化 駅周辺環境の向上

沿線の魅⼒についての情報提供

鉄道のさらなる認知度の向上 「愛される鉄道」への取り組み

「使える鉄道」の情報提供

わかりやすい情報の提供 公共交通マップ・総合時刻表の作成と配布

情報案内板や経路案内の改善・整備

公共交通の認知度向上

案内所のサービス強化

接遇やマナーの向上 乗務員等の接遇向上

利⽤者のマナー啓発

タクシーを活⽤した
観光⼆次交通の充実 観光タクシー乗務員の育成

観光タクシーのモデルコース

観光モビリティ・マネジメント等の
推進 観光客向けの情報提供

市⺠向けの情報提供

市
民
に
愛
さ
れ
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通

国
内
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

お
も
て
な
し
の
公
共
交
通

都
市
に
豊
か
さ
と
活
力
を
生
み
出
す
公
共
交
通

検討

継続

継続

継続

継続

継続

検討

実施

継続

検討

検討

継続

検討

実施

継続

継続

継続

継続

検討・調整

継続

検討・調整

継続

検討・調整

継続

検討・調整

検討・調整

実施 実施 実施

検討

実施

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続
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第７章 計画の達成状況の評価 
 

１ 評価指標の設定 

本計画の達成状況を評価するため、基本方針ごとに指標と目標値を設定します。 

 

 

 

評価指標１ 幹線の年間利用者数 

指標の定義 幹線である鉄道・路線バスの年間利用者数 
【算出方法】 

路線バスは年間輸送人数の合計値より、鉄道は 1 日あたり乗降者数の半数を 1 日あたり利

用者数として、年間利用者数を算出 

【対象路線】 

  倉敷⇔児島（路線バス），倉敷⇔水島⇔玉島（鉄道，路線バス），倉敷⇔茶屋町（路線バ

ス） 

評価の時期 毎年 

現状値 3,462,100 人/年 （平成 27 年度） 

目標値 3,470,000 人/年 （平成 33 年度） 

目標値の考え方 直近３年間の最高値を維持しながら増加を目指す 

データ取得方法 交通事業者からの報告により市が把握 

これまでの状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：交通事業者からの報告により作成

 

 

 

 

  

3,454,944

3,423,488

3,462,100
3,470,000

3,350,000

3,400,000

3,450,000

3,500,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

（人／年）

目標値

0

（年度）

都市の骨格を形成する公共交通 



 

 

97 

 

第
７
章 

計
画
の
達
成
状
況
の
評
価 

 

 

 

評価指標２ コミュニティタクシーの年間利用者数 

指標の定義 各地区で運行されるコミュニティタクシーの年間利用者数の合計値 

【算出方法】 

  年度内利用者数の合計 

【対象路線】 

  市内コミュニティタクシー全路線 

評価の時期 毎年 

現状値 29,401 人/年 （平成 27 年度） 

目標値 32,800 人/年 （平成 33 年度） 

目標値の考え方 現行導入地区での利用者数の増加と、新たな地区での導入促進によ

り、利用者数増加を目指す 

データ取得方法 市が把握 

これまでの状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：市の集計による

 

  

32,800 

29,023 
27,768  28,306 

26,261 

29,401 

20,000

25,000

30,000

35,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33
（年度）

目標値

（人／年）

※H26年度以前の真備・船穂コミュニティバス利用者数を含む

0

市民に愛され、暮らしを支える公共交通 
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評価指標３ 市中心部の歩行者・自転車通行量 

指標の定義 中心市街地内（倉敷駅周辺）２７地点での、休日 1 日あたり歩行者・自

転車通行量 

【算出方法】 

  倉敷市中心市街地通行量調査による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：倉敷市中心市街地活性化基本計画（新計画）

評価の時期 毎年 

現状値 96,263 人/日 （平成 26 年度） 

目標値 120,000 人/日 （平成 33 年度） 

目標値の考え方 倉敷市中心市街地活性化基本計画（新計画）に定める指標と目標値で

あり、公共交通に関わる各種事業の推進により同目標値達成を目指す。

データ取得方法 市が把握 

これまでの状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市に豊かさと活力を生み出す公共交通 

148,396

116,665
96,869

92,898

77,019 72,452 69,527

67,989

100,281

86,364
96,263

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（人）

資料：倉敷市中心市街地活性化基本計画新計画(新計画)

中心市街地活性化基本計画目標

74 ,000人（平成26年度末達成目標）

中心市街地活性化基本計画（新計画）目標

120,000人（平成31年度末達成目標）
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評価指標４ わかりやすい情報提供の取り組み件数 

指標の定義 わかりやすい情報の提供に関して行う事業のうち、新規に実施した事業

または改善した事業の総数 

【算出方法】 

  「魅：国内外からのニーズに応えたおもてなしの公共交通」に関連する取り組みの実施数をカ

ウントする。 

事 業 内 容 

わかりやすい情報の

提供 

1.公共交通マップ・総合時刻表の作成と配布 

2.情報案内板や経路案内の改善・整備 

3.公共交通の認知度向上 

4.案内所のサービス強化 

接遇やマナーの向上 
1.乗務員等の接遇向上 

2.利用者のマナー啓発 

タクシーを活用した

観光二次交通の充実 

1.観光タクシー乗務員の育成 

2.観光タクシーのモデルコース 

観光モビリティ・マネ

ジメント等の推進 

1.観光客向けの情報提供 

2.市民向けの情報提供 
 

評価の時期 毎年 

現状値  - （新たに計測） 

目標値 年間１件以上を実施し、計画年度内にすべてを実施する。 

目標値の考え方  本計画を実現するための事業のスケジュールに沿って、毎年着実に事

業の推進を図ります。また、計画年度内にすべての事業を実施するため

定期的に状況を評価します。 

 

 

データ取得方法 実施主体からの報告により市が把握 

これまでの状況 - （新たに計測） 

  

国内外からのニーズに応えたおもてなしの公共交通 
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２ 

本計画

事業の

的に倉敷

を把握し

本計画

社会情

今後検討

 

 表 6–

アンケ

（第六次

公共交
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参考資料 
 

１ 計画策定の経緯 

本計画の策定に関し、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」第 6 条に基づく協議会

として、住民及び利用者、公共交通事業者、道路管理者、公安委員会、学識経験者、市等で構成

される「倉敷市地域公共交通会議」を組織し協議を実施しました。 

 

会 議 名 月 日 主な議題 

平成 27 年度第 1 回 

倉敷市地域公共交通会議 

平成 27 年 

8 月 11 日 

・地域公共交通確保維持改善事業に係る計画（地域内フィーダ

ー系統確保維持計画）について 

・倉敷市地域公共交通網形成計画（仮称）について 

平成 27 年度第 2 回 

倉敷市地域公共交通会議 

平成 28 年 

3 月 22 日 

・倉敷市地域公共交通網形成計画について 

・平成 28 年度倉敷市地域公共交通会議について 

平成 28 年度第 1 回 

倉敷市地域公共交通会議 

平成 28 年 

6 月 6 日 

・平成 29 年度地域内フィーダー系統確保維持計画について 

・倉敷市地域公共交通網形成計画について 

平成 28 年度第 2 回 

倉敷市地域公共交通会議 

平成 28 年 

8 月 31 日 
・倉敷市地域公共交通網形成計画について 

平成 28 年度第 3 回 

倉敷市地域公共交通会議 

平成 28 年 

11 月 22 日
・倉敷市地域公共交通網形成計画について 
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２ 倉敷市地域公共交通会議設置要綱 

 

○倉敷市地域公共交通会議設置要綱 

平成２０年２月６日 

告示第４９号 

改正 平成２０年３月２６日告示第１６９号 

平成２１年４月１日告示第２１０号 

平成２２年６月８日告示第３７１号 

平成２４年１月２５日告示第４７号 

平成２７年３月３１日告示第１７８号 

平成２８年５月３１日告示第３７０号 

 

（目的及び設置） 

第１条 公共交通の活性化及び需要に応じた市民の生活に必要な交通手段の確保その他利用者の利便の増進を図

り，地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するため，倉敷市地域公共交通会議（以

下「交通会議」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 交通会議は，次に掲げる事項について協議するものとする。 

（１） 公共交通の活性化及び利便性向上の推進に関する事項 

（２） 道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に基づく地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の

態様，運賃等に関する事項 

（３） 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号）第６条第１項に規定する地

域公共交網形成計画の作成及び実施に関する事項 

（４） 公共交通の確保，維持及び改善に関する事項 

（５） 前各号に掲げるもののほか，公共交通に関し必要と認める事項 

（組織） 

第３条 交通会議は，委員２６人以内で組織する。 

２ 委員は，次に掲げる者により構成する。 

（１） 学識経験を有する者 

（２） 市民又は利用者 

（３） 一般乗合旅客自動車運送事業者の組織する団体の代表者又はその指名する者 

（４） 一般乗用旅客自動車運送事業者の組織する団体の代表者又はその指名する者 

（５） 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代表者又はその指名する者 

（６） 一般乗合旅客自動車運送事業者の代表者又はその指名する者 

（７） 鉄道事業者の代表者又はその指名する者 

（８） 国土交通省中国運輸局岡山運輸支局長又はその指名する者 

（９） 岡山県の公共交通を担当する部署の長又はその指名する者 

（１０） 岡山県警察本部の交通規制を担当する部署の長又はその指名する者 

（１１） 道路管理者又はその指名する者 

（１２） 市長又はその指名する者 

（１３） 前各号に掲げるもののほか，市長が必要と認める者 

３ 委員の任期は２年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。ただし，再任を妨げない。 

（臨時委員） 

第４条 交通会議において，特別な事項を協議するため必要があるときは，会長は，次に掲げる者の中から臨時

委員を置くことができる。 

（１） 市民及び利用者 

（２） 一般乗合旅客自動車運送事業者の代表者又はその指名する者 

（３） 一般乗用旅客自動車運送事業者の代表者又はその指名する者 

（４） 鉄道事業者の代表者又はその指名する者 

（５） 道路管理者又はその指名する者 

（６） 本市内管轄警察署長又はその指名する者 

（７） 前各号に掲げるもののほか，会長が必要と認める者 

２ 臨時委員は，当該特別な事項に関する協議が終了したときは，解任されるものとする。 

（オブザーバー） 

第５条 交通会議に，公共交通に関連した業務と連携を図るため，オブザーバーを置く。 

２ オブザーバーは，次に掲げる者により構成する。 

（１） 保健福祉局社会福祉部長 
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（２） 文化産業局文化観光部長 

（３） 教育委員会学校教育部長 

３ オブザーバーは，会長の要請に応じて交通会議に出席し，意見を述べるものとする。 

（関係者の出席） 

第６条 会長は，必要があると認めるときは，関係者に出席を求め，意見を述べさせ，又は説明させることがで

きる。 

（会長及び副会長） 

第７条 交通会議に，会長及び副会長各１人を置き，市長の指名によってこれを定める。 

２ 会長は，交通会議を代表し，会務を総理する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その職務を代理する。 

（会議） 

第８条 交通会議の会議は，会長が招集し，会長の指名する者が議長となる。 

２ 会議は，委員及び協議事項に関係のある臨時委員の半数以上の者が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は，出席した委員及び臨時委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。 

（協議結果の取扱い） 

第９条 交通会議において協議が調った事項について，関係者はその結果を尊重し，当該事項の誠実な実施に努

めるものとする。 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか，交通会議の運営に関し必要な事項は，会長が交通会議に諮って定める。 

附 則 

この要綱は，告示の日から施行し，平成２０年２月４日から適用する。 

附 則（平成２０年３月２６日告示第１６９号） 

この要綱は，告示の日から施行する。 

附 則（平成２１年４月１日告示第２１０号） 

この要綱は，告示の日から施行する。 

附 則（平成２２年６月８日告示第３７１号） 

この要綱は，告示の日から施行する。 

附 則（平成２４年１月２５日告示第４７号） 

この要綱は，告示の日から施行する。 

附 則（平成２７年３月３１日告示第１７８号） 

この要綱は，平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年５月３１日告示第３７０号） 

この要綱は，告示の日から施行する。 
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３ 倉敷市地域公共交通会議 委員名簿 

    H28 年 11 月 22 日現在

区  分 氏  名 団体・職名等 

学識経験を有する者 

●谷口 守 筑波大学大学院システム情報系社会工学域 教授 

橋本 成仁 岡山大学大学院環境生命科学研究科 准教授 

市民又は利用者 

大野 基和 公募市民 

守安 渉 公募市民 

高齢者団体の代表 山下 成久 倉敷市老人クラブ連合会 副会長 

障害者団体の代表 高田 健 倉敷市身体障害者福祉協会連合会 理事 

商工業団体の代表 横田 直樹 倉敷商工会議所運輸交通委員会 副委員長 

観光団体の代表 丹下 恒夫 
公益社団法人倉敷観光コンベンションビューロー 

専務理事 

 一般乗合旅客自動車運送事業者の組織する 

団体の代表者又はその指名する者 
羽原 富夫 公益社団法人岡山県バス協会 事務局長  

一般乗用旅客自動車運送事業者の組織する 

団体の代表者又はその指名する者 
石井 繁次 一般社団法人岡山県タクシー協会 専務理事  

一般旅客自動車運送事業者の運転者が組織する 

団体の代表者又はその指名する者 
生藤 茂徳 岡山県交通運輸産業労働組合協議会 議長 

路線バス事業者の代表者又はその指名する者 

山田 英夫 
両備ホールディングス株式会社 

両備バスカンパニー運輸部 シニアマネージャー 

難波 仁 岡山電気軌道株式会社 常務取締役 

楠本 雅之 下津井電鉄株式会社バス事業部営業課 係長 

渡邉 寛人 株式会社井笠バスカンパニー 代表取締役専務 

 鉄道事業者の代表者又はその指名する者 

加藤 勇樹 西日本旅客鉄道株式会社岡山支社企画課 課長 

久本 忠彦 水島臨海鉄道株式会社 取締役 

畦坪 和範 井原鉄道株式会社 代表取締役専務 

国土交通省中国運輸局岡山運輸支局長 

又はその指名する者 
○宮長 勇作

国土交通省中国運輸局岡山運輸支局 

首席運輸企画専門官 

岡山県の公共交通を担当する部署の長 

又はその指名する者 
馬場 俊一 岡山県 県民生活部県民生活交通課 副参事 

岡山県警察本部の交通規制を担当する部署の長 

又はその指名する者 
中村 道範 岡山県警察本部 交通部交通規制課 課長 

道路管理者又はその指名する者 

谷口 雄一郎
国土交通省中国地方整備局 

岡山国道事務所計画課 課長 

小坂 進 岡山県備中県民局建設部 副部長 

小野 素宏 倉敷市建設局土木部 部長 

市長又はその指名する者 ◎岸本 安正 倉敷市建設局 局長 

事務局   倉敷市建設局都市計画部交通政策課 

◎会長 ○副会長 ●交通会議議長  
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４ 市内路線バスの路線系統分類 

 

  

※平成２８年１１月１日現在

運行回数（回） キロ

運行系統 平日 土曜 日祝 程

運行エリア 分類 事業者 系統名 起点 経由地 終点 幹線 〈km〉

1 幹線 両備 青車 倉敷駅前 吉岡・青葉町 霞橋車庫 23 19.5 19.5 13.8

2 幹線 両備 吉岡協同病院 倉敷駅前 吉岡 水島協同病院前 2 1 1 8.8

3 幹線 両備 小溝車庫 倉敷駅前 小溝・連島 霞橋車庫 15 23 23 11.3

4 幹線 両備 倉敷芸大 倉敷駅前 小溝・連島 倉敷芸科大 16.5 5 5 11.8

5 両備 ＪＦＥ本線 倉敷駅前 小溝・明神町 JFE南門 3.5 2 2 12.5

6 幹線 下電 天城線 倉敷駅前 天城・小川七丁目 JR児島駅 33.5 29 29 20.4

7 幹線 下電 天城線 倉敷駅前 天城・下之町 JR児島駅 0.5 0 0 22.5

8 下電 宇野線 倉敷駅前 下之町・渋川 宇野駅前 1 0 0 35.8

9 幹線 下電 塩生線 倉敷駅前 倉商前・塩生 JR児島駅 26 21.5 21.5 22.3

10 幹線 下電 古城池線 倉敷駅前 笹沖・新呼松 JR児島駅 3 2 2 21.0

11 幹線 下電 塩生線 倉敷駅前 南塩生・白楽町 JR児島駅 0.5 0 0 22.0

12 下電 興除線 天満屋 汗入・下之町南 JR児島駅 3.5 3.5 3.5 31.9

13 下電 興除線 興除車庫前 小川七丁目 JR児島駅 0.5 0 0 13.6

14 両備 駅線 新倉敷駅前 七島 玉島中央町 14 11 11 2.7

15 井笠 寄島～新倉敷駅 寄島 黒崎・玉島協同病院 新倉敷駅 ※１ 6 4 4 16.7

16 両備 住友東 新倉敷駅前 掘貫・クラレ入口 住友重機西門 10.5 8 8 5.3

17 両備 ハーバーアイランド 新倉敷駅前 クラレ入口 ハーバーアイランド 1.5 0.5 0 7.7

18 両備 新道ハーバーアイランド 新倉敷駅前 クラレ入口 ハーバーアイランド 0 0.5 0 7.5

19 両備 クラレ新道ハーバー 新倉敷駅前 クラレ正門前・プール前 ハーバーアイランド 0.5 0 0 7.9

20 両備 クラレ正門前 新倉敷駅前 玉島警察署前・堀貫 クラレ正門前 0.5 0 0 4.2

21 両備 中国能開大 新倉敷駅北口 作陽大学正門 中国能開大 ※２ 6.5 0 0 2.2

22 下電 中庄線 中庄駅 倉敷駅前 成人病センター 2 2 2 10.0

23 下電 中庄線 中庄駅 中庄団地 倉敷駅前 2 2 2 8.0

24 両備 中庄倉敷 岡山駅 天満屋・庭瀬 倉敷駅前 6.5 6 6 19.2

25 両備 中庄倉敷 岡山駅 天満屋・北長瀬駅前・庭瀬 倉敷駅前 3 3 3 20.0

26 幹線 下電 茶屋町線 倉敷駅前 帯江 茶屋町駅前 3.5 2.5 2.5 7.0

27 幹線 下電 茶屋町線 倉敷駅前 茶屋町駅前 興除車庫前 10.5 10 10 10.0

28 幹線 下電 茶屋町線 成人病センター 白楽町・倉敷駅前 茶屋町駅前 0.5 0.5 0.5 9.2

29 幹線 下電 茶屋町線 成人病センター 白楽町・倉敷駅前 興除車庫前 2 1 1 12.2

30 幹線 下電 茶屋町線 成人病センター 倉商前・倉敷駅前 興除車庫前 8.5 7 7 11.9

31 幹線 下電 茶屋町線 成人病センター 倉商前・倉敷駅前 茶屋町駅前 1 1 1 8.9

32 玉島-水島 幹線 両備 新倉芸大 新倉敷駅前 霞橋 倉敷芸科大 26.5 26.5 8.5 2 4.9

33 両備 水江循環線 倉敷駅北口 イオン倉敷・水江 倉敷駅北口 70 74 74 6.8

34 両備 イオン倉敷 倉敷駅北口 あけぼの橋 イオンモール倉敷 7 7 7 2.7

35 両備 倉敷循環線（右回り） 倉敷駅前 笹沖・保健所・成人病 倉敷駅前 13 13 13 9.3

36 両備 倉敷循環線（左回り） 倉敷駅前 成人病・保健所・笹沖 倉敷駅前 13 5 5 9.3

37 下電 王子ヶ岳線 JR児島駅 下之町 王子ヶ岳登山口 16 15 15 8.9

38 下電 児島循環線（ふれあい号） JR児島駅 児島循環 JR児島駅 10 10 10 12.2

39 下電 下津井循環（とこはい号） JR児島駅 下津井循環 JR児島駅 10 10 10 19.5

40 下電 下津井線 JR児島駅 鷲羽山ハイランド 下津井 2 1 1 8.0

41 下電 由加山線 JR児島駅 加茂路峠 由加山 1 0 0 10.3

42 下電 由加山線 JR児島駅 峠 由加山 1 0 0 11.9

43 下電 ジーンズバス JR児島駅 野崎家旧宅 JR児島駅 ※３ 0 6 6 9.8

44 下電 JR児島駅 下電ホテル前 JR児島駅 ※４ 0 0.5 0 26.4

45 下電 黒谷線 郷内農協前 森池 黒谷 1 1 1 4.9

46 下電 両備線 岡山駅 中仙道・下撫川 中庄駅 1 1 1 15.5

47 岡電 中庄倉敷 岡山駅 天満屋・庭瀬 中庄駅 2.5 2.5 2.5 14.7

48 岡電 中庄倉敷 岡山駅 天満屋・北長瀬駅前・庭瀬 中庄駅 4 4.5 4.5 15.5

49 岡電 中庄倉敷（清心学園止） 岡山駅 天満屋・庭瀬 清心学園 1 0 0 13.3

50 両備 コンベックス中庄 天満屋 庭瀬・コンベックス 中庄 0.5 0 0 19.5

51 児島-与島 下電 与島線 JR児島駅 児島IC・櫃石島 瀬戸大橋FW 6 6 6 15.8

　摘要）運行回数は１往復を１回，循環系統は１循環で１回とする。　

※１）平日１便及び土日祝は玉島協同病院を経由しない　※２）作陽学園休校日運休　※３）金・土・日・祝のみ　※４）金・土・祝前のみ

NO

倉敷-水島
（古城池経由）

25.0

倉敷-水島
（連島経由）

31.5

倉敷-児島
（天城経由）

34.0

倉敷-児島
（塩生経由）

29.5

岡山-児島

玉島地内

児島地内

岡山-中庄

倉敷-中庄

倉敷-茶屋町 26.0

倉敷地内
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５ 用語解説 

 

ア 行 

 
 ＩＣカード 

鉄道やバスなどの公共交通機関を利用する際に運賃などとして利用できるカードのこと。 
 

 アクセス 
接続、交通手段、参入のこと。 
 

 育児支援タクシー 
子どもを連れた保護者の外出サポートや、保育園や塾などに保護者の代行としての送迎、陣痛時のスムーズ

な送迎など、子育て世代に優しいタクシーのこと。 
 

 エコ通勤 
CO2(二酸化炭素)の排出量を抑えるために自動車を使わず、徒歩、自転車、公共交通機関などで通勤すること。 
 

 ＮＰＯ（特定非営利活動法人） 
非営利での社会貢献活動や慈善活動を行う市民活動団体やボランティア団体のこと。 
 

 温室効果ガス 
CO2(二酸化炭素)など、大気圏にあり地表から放射された赤外線の一部を吸収することで地球の表面付近の大

気を暖める効果をもつガスのこと。 
 
 

カ 行 
   

 改正道路交通法の施行 
運転免許証更新の際、認知症の疑いがある 75 歳以上の方は、医師の診断を義務づけ、認知症と診断された

場合は運転免許証を取り消しする改正道路交通法が、平成 27 年 6 月に施行された。 
 

 片利用 
地域独自 IC カードを導入する地域において、10 カード（全国相互利用が可能になった交通系 IC カード 10

券種（ICOCA や PiTaPa など））も利用可能となるサービスのこと。 
 

 系統・路線 
起点・経由地・終点により異なるバスの経路パターンのこと。似た経路の運行系統を束ねたものを路線とい

う。系統番号は、こうした運行系統ごとに番号を付することにより、利用者等に対する案内を簡明にするとと
もに、バス事業者における運行管理の容易化を図るために設定されたもの。 

 
 公共車両優先システム（PTPS） 

公共交通の定時性確保と利用者の利便性向上を目的として、バス専用・優先レーンを設置、優先信号制御（赤
信号の短縮、青信号の延長等）等により、バスなどの公共交通の車両が優先的に通行できるようにするシステ
ムのこと。略称は PTPS（Public Transport Priority System）。 

 
 公示価格 

法令に基づき国家機関等により定期的に評価されている公的地価のうち、個別の地点、適正な価格が一般に
公表されているもので、日本では地価公示法の公示価格を指す。 

 
 交通結節点機能 

鉄道やバスなど複数の交通手段相互の乗り換えが効率的かつスムーズに行える機能のこと。また、交通結節
点には憩い・集いの場としての交流機能や、地域のランドマークとしての機能が求められることもある。 

 
 交通不便地域 

駅やバス停から離れているなどの理由により、鉄道やバスなどの公共交通を利用しにくい地域のこと。 
 

 コミュニティ 
同じ地域に居住して利害を共にし、政治・経済などにおいて深く結びついている社会のこと。地域社会、共

同体のこと。 
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サ 行 

 
 サイクル＆ライド 

自宅から自転車で最寄りの駅またはバス停まで行き、自転車を駐車させた後、バスや鉄道等の公共交通機関
を利用して目的地に向かうシステム。 

 
 

タ 行 
 

 第三セクター 
第一セクター（国および地方公共団体が経営する公企業）や第二セクター（私企業）と異なる第三的方式に

よる法人のこと。 
 

 地球温暖化 
CO2(二酸化炭素)を中心とした温室効果ガスの増加により、熱が地球の外に逃げにくくなり、地球に出入りす

るエネルギーバランスが崩れて気温が上昇する現象。石炭や石油などの化石燃料を燃やし続けることによる二
酸化炭素の排出量増加に伴う地球温暖化が指摘されている。 

 
 デジタルサイネージ 

デジタル技術を活用して、ディスプレイなどに情報や映像を表示する媒体のこと。 
 

 ドア・ツー・ドア 
自宅の戸口を出てから目的の戸口まで直接にアクセスできること。 
 

 特定地域 
「特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法」

第三条第一項の規定により指定された地域のこと。 
この法律は、タクシー事業の収益基盤や運転者の労働条件の悪化などの諸問題の解決を図り、各地域におい

てタクシーが地域公共交通としての機能を十分に発揮することが目標とされている。第三条第一項では、タク
シー１台当たりの収入の状況や不適切な運営の状況があった場合、地域と協力しながらタクシー事業の適正化
及び活性化を推進することが特に必要な地域を、期間を定めて「特定地域」と指定することができるとされて
いる。 

 
 都市機能 

都市の持つ種々の動きのことで、業務、商業、居住、工業、交通、政治、行政、教育などの諸活動によって
担われる機能のこと。 

 
 図書館代行 

借りた本の返却などを代行するタクシーサービスのこと。 
 
 

ナ 行 
 

 二次交通 
複数の交通機関等を使用する場合の、２種類目の交通機関のこと。例えば、観光二次交通は空港や鉄道駅に

着いてから目的の観光地までの交通を指す。 
 

 妊婦タクシー 
妊娠中の外出や、陣痛時・入退院時の病院への送迎などを行うタクシーサービスのこと。 
 

 ノンステップバス 
出入口の段差をなくし乗降を容易にしたバス。 
 
 

ハ 行 
 

 パーク＆ライド 
自宅から自家用車で最寄りの駅またはバス停まで行き、車を駐車させた後、バスや鉄道等の公共交通機関を

利用して目的地に向かうシステム。 
 

 パーソントリップ調査 
抽出された市民の１日の行動（目的地やそこまでの移動手段など）について把握するために行うアンケート

調査。 
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 バスロケーションシステム（バスロケ） 
無線通信や GPS などを利用してバスの位置情報を収集し、バスの定時運行や利用者への情報提供に役立てる

システムのこと。 
 

 パターンダイヤ 
鉄道やバスなどの公共交通が、一定の間隔で周期的に運行されること。 
 

 バリアフリー 
障がい者や高齢者などの社会的弱者が社会生活に参加する上で支障となる物理的な障害や、精神的な障壁を

取り除くための施策、若しくは具体的に障害を取り除いた事物および状態のこと。「高齢者、障がい者等の移
動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）」では、１日当たりの平均的な利用者数が 3,000 人以上
の鉄軌道駅について、段差の解消、視覚障害者の転落を防止するための設備の整備等の移動等円滑化を推進す
ることが謳われている。 

 
 ビッグデータ 

従来のデータ処理アプリケーションで処理することが困難なほど巨大で複雑なデータ集合のこと。 
 

 福祉有償運送 
NPO 等が自家用自動車を使用して、身体障害者、要介護者の移送を行う、「自家用有償旅客運送」の一つ。 
 

 ボランティア輸送 
利用者は、ガソリン代などの実費のみを負担して、個人や団体がボランティアで行う輸送。道路運送法に基

づく許可や登録を必要としない。 
 
 
マ 行 

 
 見守り代行 

一人暮らしの高齢者などの巡回見守りを行うタクシーサービスのこと。 
 

 モビリティ・マネジメント 
過度に自動車に頼る生活から公共交通などを『かしこく』使う方向へと自発的に転換することを促す、コミ

ュニケーションを中心とした取り組みのこと。 
 
 

ヤ 行 
 

 ユニバーサルデザイン 
年齢や言葉の違い、身体的条件などにかかわらず、最初からできるだけ多くの人にとって使いやすいもので

あるように製品や環境などをデザインすること。もとのデザインを変更したり、特別な仕様を加えたりするこ
とで今ある障壁を除去する「バリアフリー」からさらに深く踏み込んだ考え方とされる。 
 
 

ラ 行 
 

 ラッピング（車両） 
あらかじめ広告を印刷したフィルム（ラッピングフィルム）を車体に貼り付けるラッピング広告を施された

バス・鉄道車両などのこと。 
 

 


